




■ルナグラス成立のための課題
●施工の成立性

 まず、材料が無くては始まらない。総重量数⼗万tを超えるであろう
規模である。これらをすべて地球から持っていくのは合理的ではない
ので、できる限り現地材料を利⽤したい。⽉⾯には、チタン、マグネ
シウム、ケイ素等、酸化物状態での存在は確認されているが、どのよ
うに使える状態にするかが課題である。また、⽉⾯はほぼ真空であり、
内部気圧を 1 気圧とした場合、 1 ㎡あたり10tの外向きの⼒がかかるこ
ととなる。この気圧差に耐えるための引張強度の⾼い材料については、
未来材料のカーボンナノチューブのように⾼度な製造技術が必要で、
かつ軽いものであれば地球からの運搬を考えることとなるだろう。
 施⼯については完全⾃動施⼯を想定し、基本に忠実で単純な古来の
⼯法が応⽤できるのではないかと考える。例えば、フィレンツェ⼤聖
堂は⼆重ドームとすることで⾜場を不要とした、と⾔われるが同様の
⼯法を⾃動施⼯とすることで合理化できないだろうか。
●機構の成立性

 回転機構については、摩擦をいかに軽減するかが重要で、そのエネ
ルギーをどのようにするかが課題である。超電導材料が研究され、超
電導蓄電等の未来技術が必要だろう。エネルギーは太陽エネルギーを
利⽤するしかないだろうが、熱のまま利⽤するのか電気エネルギーに
変えるのか。
●構造の成立性

 たとえ1/6Gとは⾔え、概観図のようにこの構造体を軽く持ち上げる
ことは可能なのか？、⻑期に揺れる最⼤震度 3 程度と⾔われる⽉⾯の
地震、⽉震に対しての対策は？、等々課題は⼭積している。

■まとめ
 以上のように、⼈⼯重⼒施設は成⽴性⾃体が極めて難しい施設であ
るが、地球外の天体で⼀般の家族が世代交代を可能とするためには、
このような遠⼼⼒を利⽤した施設が必須であることもほぼ確実である。
重⼒が必要であるからと⾔って、⼩型遠⼼分離機のような揺籃機械で
胎児を育てるようなことは、親⼦の分断にもつながるため避けるべき
だろう。ルナグラスのような場としての空間を提供することを⽬標と
したい。いずれは、医学や機械的な融合で多重⼒に対応する⼈体改造
も可能となるかもしれないが、それまでの間、地球⼈としてのアイデ
ンティティ「1G」を守り、地球⼈としての⼀体感を持ったうえで宇宙
進出するべきであると考える。そして、⽉にしか住めない、⽕星にし
か住めないような⼈を作らない。それが広い意味での平和を保障する
こととなるだろう。ルナグラスは、このままの姿で完成することはな
いかもしれないが、この概念を何らかの形で成⽴させなければ、現在
のところ⼈類に宇宙居住の道はない。外界に出る時、初めて⾃⾝の住
処の特殊性を知る。宇宙時代となってあらためて地球の重⼒が注⽬さ
れ始めたところが⾯⽩い。
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■はじめに
 宇宙軌道上の構造物はほぼ0G環境下にあり、特に無⼈の宇宙システ
ムにおいては構造に作⽤する荷重は極めて微⼩であるため、宇宙構造
物は地球上のものと異なる発想に基づき構築されてきた 1 ）。中でも膜
やケーブルといった張⼒を受け持つ構造要素からなる宇宙構造物が特
徴的である。太陽電池アレーや平⾯アンテナなど、⾯積が⼤きいほど
性能が向上する構造物が求められる⼀⽅で、現状の宇宙開発において
は、構造はロケット先端部の限られた容積内に⼀度収納することが求
められる。膜などの張⼒部材は梁、板、トラスなどの曲げを受け持つ
構造要素よりも薄く、軽く、さらに密に畳み得るため、近い将来の多
様な宇宙ミッションで活⽤が検討されている。
 膜などの張⼒部材は圧縮⼒をほとんど受け持たないため、軌道上で
の展開後に張⼒を導⼊し幾何剛性により構造を安定化させる。この張
⼒導⼊の⽅法は⼤まかに 3 通りに分類できる。第 1 は張⼒に対応する
圧縮部材を有する構造物で、本稿ではこの例をOrigamiSatにより⽰す。
第 2 は圧縮部材は持たないが⾃分でそれに対応する構造物で、例えば
スピンによる遠⼼⼒や、気体の封⼊による内圧を利⽤する。圧縮部材
の代わりに、スピンさせるホイール、スラスタや、気体発⽣装置を持
つ。スピン展開型の代表例として、2010年打上げの⼩型ソーラー電⼒
セイル実証機IKAROS 2 ）がある。第 3 は、太陽輻射圧や重⼒傾斜トル
クなど宇宙での微⼩外⼒を⽤いて数⼗km級の巨⼤構造を実現させるも
ので、太陽発電衛星等の将来システムが構想されている。本稿では第
1 および第 2 の種類の膜⾯構造物の宇宙実証例を共有しながら、宇宙
膜⾯構造物の特徴と課題を説明し、将来の展望を述べる。

■宇宙実証を通した技術開発
 宇宙膜⾯展開構造物を地上で試作した例は数多いが、実際に宇宙で
実証した例はまだ少ない。2010年に打ち上げられた300kgの⼩型衛星
IKAROSは、14m×14mの正⽅形膜の展開に成功した 2 ）。スラスタを
⽤いて衛星全体をスピンさせ、遠⼼⼒により膜を展開し展張形状を維
持する。膜に作⽤する太陽輻射圧によって衛星を加速させ、世界初の
ソーラーセイルとなった。IKAROSの開発においては、地上では実ス
ケールで展開実験を⾏うことが⼤気および重⼒の影響で現実的ではな
いことから、複数の数値構造解析⼿法を組み合わせた設計検討が⾏わ
れた 3 ）。軌道上の荷重環境にあっては厚さ7.5μmのポリイミド膜の曲
げ剛性が無視できず、平⾯度が想定より低くなるなど、多くの新しい
知⾒が打ち上げ後に得られた。
 IKAROSでの開発過程で顕在化した複数の課題の解決を⽬指し、著
者らの研究グループは、図 1に⽰す4kg衛星（3Uキューブサットと呼
ばれる規格、10cm×10cm×34cm）OrigamiSat-1を開発した。図 1

右図に⽰す、 1 m× 1 mの「多機能展開膜」は打ち上げ時には衛星内
10cm×10cm× 8 cmの容積に折り畳まれている。薄膜太陽電池を模
擬したダミーデバイスをびっしり膜上に敷き詰めても、低容積に折り
畳める折りパターンを採⽤した。図 2に折り紙で模擬して⽰す。図 3
に⽰す通り、地上での展開実験により設計・製造を検証した。地上で
はこの膜構造は⾃重を⽀えられないほど柔軟であるため、対⾓に配
置した圧縮部材の先端を天井から釣り⽷で懸架して実験を⾏った 4 ）。
OrigamiSat-1は2019年に打ち上げられたが、衛星の電源・通信の不具
合により部分的なミッションのみの実施に留まった。それでも後述の
通り、実機開発の過程で多様な知⾒が得られた。

■宇宙膜面展開構造物のライフサイクル
 構造物は通常、使⽤時の形状と剛性・強度を主たる要求として設計
するのに対し、宇宙展開構造物はもっと⻑期間にわたるシステムとし
ての「ライフサイクル」を考慮した設計が重要となる特徴がある。図4
に⼀般的な宇宙展開構造物である展開式太陽電池パネルを⼀例としラ
イフサイクルを図⽰する。このライフサイクルにおいて、膜⾯展開構
造物では特に 2 つの顕著な変化（トランスフォーメーション）があり、
設計はより挑戦的なものとなる。
●膜面展開構造物の形態変化

 図 4の「打上げ」フェーズでは構造は密に折り畳まれた形状で、ロ
ケットの打ち上げ振動・衝撃が作⽤する。10G程度の加速度、2000Hz

宇宙で開く折り紙構造
～膜面展開構造物の活用～

東京科学大学（旧・東京工業大学）　工学院機械系 教授　坂本　啓
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図 1　 3UキューブサットOrigamiSat-1の衛星全体（左）と搭載された多機
能展開膜（右）

図2　OrigamiSat展開膜に活用している折り紙パターン

図 3　OrigamiSat-1の地上展開実験（2017年4月東工大 古谷研究室にて実施）4）
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以下の広帯域の振動励振に耐える剛な収納状態であることが求められ
る。⼀⽅で「展開」の際には、密に畳まれた状態から⼤⾯積の形態へ変
容することが求められる。そして展開後「運⽤」時には、運⽤に⽀障
のない剛性を維持することが求められる。OrigamiSat-1では上記の形態
変容を実現するため、下記の 3 つの⼯夫を⾏った 4 ）。(a）図2に⽰す折
り紙パターンを採⽤した。(b）多機能展開膜は収納時に厚さが無視でき
ず、ポリイミド膜だけで作成すると巻き付け収納時の内外の周⻑差によ
り密に収納することができない。この事象はIKAROS開発過程で課題と
なった。OrigamiSat-1ではベース膜として平織物を使⽤し伸縮性を活⽤
することで密な収納を実現した。(c）膜の対⾓に配置した圧縮部材とし
て、カーボン複合材円筒とスチール巻き尺 2 本を組み合わせた「ハイド
ブリッドブーム」を新たに開発した。これにより圧縮部材と膜を共に巻
き付けて収納し、ねじりばね付きの蓋を四⽅に開放するだけで、ハイド
ブリッドブームに蓄えられた弾性エネルギーで構造全体を展開できた。
●開発過程での要求の変化

 膜構造の形態が変化するのは、「打上げ」「展開」「運⽤」それぞれの
フェーズで構造に求められる要求（特に容積、⽀えるべき荷重）が劇
的に変化するからである。加えて、膜構造においては特に「打上げ」
以前においても、厳しい要求が課せられる特徴がある。すなわち、地
上で「製造」でき、各種の「試験」による検証ができること、である。
宇宙展開構造の張⼒部材はわずかな⼒で変形する材料を⽤いながら⼨
法は⼤きく、地上での精度良い製造が困難である。展開の検証は図 3
のように重⼒補償を⽤いて試験するか、あるいはIKAROSのように数値
解析を駆使するなど、創意⼯夫が求められる。
 精度が良い製造が難しい課題を踏まえ、著者らは現在OrigamiSat-2
を開発し、図 5に⽰す膜⾯リフレクトアレーアンテナの宇宙実証を⽬
指している 5 ）。この膜アンテナはある程度⾮平⾯であることを敢えて
許容し、膜の⼤⾯積化で利得劣化を補う。将来的には電気的に構造の
⾮平⾯さを打ち消す適応型膜アンテナを構想している。

■課題と今後の展望：おわりに
 膜⾯展開構造をさらに多機能化し、膜⾯上にフェーズドアレー無線
機を搭載する構想 6 ）も魅⼒的である。しかし膜をより多機能にするこ
とで、これまで以上の要求が課せられる。例えば、これまではアルミ
筐体内に保護されていた半導体部品が、宇宙空間に暴露された膜上に
搭載されても機能すること。薄型の⼤型構造は熱容量が⼩さい⼀⽅、
太陽からの熱の⼊射量は⼤きく、陰側の放熱量も⼤きくなるため温度
が極端に上下してしまうが、それでも膜⾯上デバイスの温度が動作温
度内に維持されること。システムズエンジニアリングの考え⽅に基づ
き、いま⼀度、宇宙構造物が担ってきた機能を丁寧に分解し、従来と
異なる設計解を導く活動が重要となっている。
 その新たな設計解の中には、軌道上ロボットによる構造物の⾃動組
み⽴て、軌道上3Dプリンタ等による構造部材の宇宙での製造、という
新しいアプローチが活⽤されてくるだろう。このような新たな設計は、
⼩型衛星を⽤いて宇宙実証実験を反復し、構造物システムとしての成
⽴性を確認しながら少しずつ改善を繰り返す⼿法でこそ開発され得る
だろう。海から陸へ上がった⽣物が、世代を重ねて新たな形質を獲得
していったように、宇宙実証の反復からこそ新たな宇宙システムが実
現する。1957年のスプートニクからわずか67年、宇宙構造物の進化は
まだ始まったばかりである。
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図4　宇宙展開構造物のシステムライフサイクル

図5　5mmの間隙を持つ2層構造で膜面アンテナを実証するOrigamiSat-2
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■はじめに
 近年、建築構造物に対する⽤途が多様化し、構造の⼀部に可動機
構を取付け、巨⼤な動く構造物が出現し始めた。このようなより複
雑な動きを可能にする可動機構の⼀つに可変形状トラス（Variable 
Geometry Truss 以下VGTと記述）がある。VGTは元々展開型宇宙構造
物として開発が試みられ、宇宙空間における様々なミッションに対応
できるため冗⻑性のある知的・可変構造物として研究・開発が進めら
れてきた。著者らはこれまでVGTを⽤いた屋根形状が変化する開閉式
ドーム，可動アーチを連続的に配置した有機的パビリオンの提案、⼤
型可動モニュメントやトンネル検査⽤可変ガイドフレームの開発を実
施してきたが、VGTの応⽤性は広く、様々な利⽤が考えられる 1 ）。こ
こでは、VGTの基本構成や形状の特徴、地上での開発事例を基に、近
未来の宇宙建築の展望とVGTの活⽤⽅法を検討する。

■VGTの基本構成と開発事例
●基本的な形状変化

 VGTの基本構成は図 1に⽰すようにヒンジと伸縮アクチュエータか
ら構成されるトラス構造部材であり、アクチュエータの伸縮⻑を制御
することでトラスの形状が様々に変化できる。例えば、⼆次元のVGT
を直列的に結合した梁材（a）に対し、隣り合うアクチュエータを伸ば
すことで、（a）からバネのように伸縮する形状（b）に変化し、また
⼀つおきに伸ばすことで、梁材は弧を描くような形状（c）へと変化す
る。さらに各アクチュエータの伸縮を任意に制御することで、⽬的に
応じた形状（d）に変化させることができる。VGTを⽤いた可動構造物
の利⽤形態には、（1）⾻組み架構の形状制御、（2）応⼒や振動を⽬的
とした制御装置、（3）可動機構を有する設備機器、架設構造、（4）未
来型の動くモニュメント、などが考えられる。
●支持形式と開発事例

 VGTは 1 ユニットで使う場合もあるが、複数ユニットを直線的に結
合してロボットマニピュレータのように使う⽚持ち⽀持形式と、建物
構造梁（アーチ梁）のように使う両端⽀持形式が考えられる。
・ ⽚持ち⽀持形式：先端部が解放されて⾃由に動くので、図 2 -（a）

のように先端位置を容易に逆解析してVGTの⾓度が求められ、形状
変化のバリエーションが広がる。図 2 -（b）はVGTを⽤いた⼤型可
動モニュメントの例であり、VGTを 3 ユニット結合し、 3 本の可動
柱が不規則に動くように制御され、可動構造の⾯⽩さを表現した。

・ 両端⽀持形式：アーチ梁の両端が⽀持されているため構造的には安
定するが、形状の⾃由度は制限される。図 3はトンネル検査⽤のロ
ボットが移動するガイドフレーム 2 ）であるが、トンネル内部には、
標識や排煙機、照明など移動を妨げる障害物が多く存在する。この

ため、VGTで構成されるガイドフレームを導⼊し、障害物を避ける
機構を開発した。フレームの形状を変化させる位置に⼿動⼊⼒する
ことで、逆解析によって両端位置が⼤きくズレない範囲でフレーム
の形状を徐々に変化させ、障害物をさける形状を可能とした。トン
ネル検査の⾼速化と安全性に寄与することができた。

未来型建築技術「可変形状トラス（VGT）」を
用いた可動建築物 ～未来の宇宙建築の展望～

湘南工科大学工学部機械工学科 井上文宏

5

図 1　VGTの基本構成と形状変化

a1

a2

a3

図2　VGTを片持ち形式で用いた形状解析と開発事例

i

図3　VGTガイドフレームの障害物を避ける形状解析と開発事例
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■近未来の宇宙建築のイメージ
 宇宙開発における⼈々の活動や⽣活を⽀える居住場所は、当⾯は⽉
⾯や宇宙空間などが想定される。ここではVGTを⽤いたメリットを活
かす近未来の宇宙建築のイメージを検討した。
●月面など建築物

 ⽉⾯上に設置した建築物は、容易に建て替えは難しいため、⽤途に
応じて形状変化が可能な多⽬的構造物が効果的と思われる。特に当地
では必要な材料や加⼯⼿段が乏しいため、地上から各種のフレーム材
を運び、単純なフレーム架構が簡易で適切である。ここでは図 4に⽰
すように、屋根部分に前節で⽰したVGTアーチ梁を利⽤することで、
⼈員数や資材量、⼤きさなどに応じて屋根形状が変化する建築物を考
案した。（a）は通常時は丸みを帯びた屋根形状であり、（b）では⽤途
に応じた形状に変化させて無駄な空間を作らない変化である。（c）で
は容積が最⼤となる形状で、 2 棟分の建物が⼊る形状変化が可能であ
る。VGTをばねのように配置する活⽤⽅法である
●宇宙空間での建築物

 宇宙空間に存在する居住施設（宇宙ステーション）は、地球から宇
宙に向かうための中継基地としての役割は⼤きく、⼈や物資の流通に
不可⽋な場所である。現在、ISSはその役割を果たしており定期的に地
上から補給機（HTV-X）3 ）が物資を運んでいる。搬送後、補給機は廃
棄されるため、その補給機の再利⽤とVGTフレームを結合した成⻑す
る建築物を考案した（補給機では⼈が居住出来る設備が配備可能であ
るため再利⽤する）。図5にその詳細を⽰す。（a）は地上から運ばれた
VGTフレームを宇宙空間で展開・形状変化させて輪状の建物基礎を築
く⼯程である。（b）では補給機がVGT基礎と結合して1ユニットを形成
する。（c）では 4 ユニットが構成された状態であり、その後、（d）で
は輪状のVGTフレームの形状が再変化し、（e）各フレームを結合する
ことで、4倍の輪状構造物が構成できる。ここで、各居住部分（旧補
給船部分）からの移動はフレーム上を周回する専⽤のゴンドラが担う。
このようにVGTフレームの活⽤により、居住部分の単体から集合体へ
と成⻑する建物構築が可能であり、今後の展開が期待できる。

■まとめ
 VGTは形状変化が可能な構造体として開発され、その応⽤性は広い
が、各種のアクチュエータなどを配備するとやや割⾼な構造体となる。
このため、⾼機能を必要とされる分野、特に宇宙空間での利⽤は最適
である。ここでは、VGTの基礎構成や地上での実⽤例と共に、未来の
宇宙建築のイメージを紹介した。今後、VGTはICTやAIなどの⾼度な制
御⼿法と結びついて更なる進化が期待できる。

参考⽂献
1 ） F. Inoue, “A Study on Adaptive Structure Applying Variable Geometry Truss 

（Mechanism of Movable Arch Roof with External Panel）”, Journal of Robotics 
and Mechatronics, Vol.21, No.2, pp.172-178, 2009.

2 ） F. Inoue and S. Kwon et al, “Study on Shape Determination Method and 
Operation Experiment of Inspection Guide Frame to Avoid Obstacle in Tunnel”, 
Proc. of the IASS Annual Symposium 2019, Barcelona, Spain, PP.1-8, 2019.

3 ） JAXA,新型宇宙宇宙ステーション補給機「XTV-X」, https://humans-in-space.
jaxa.jp/htv-x/

図4　VGTを用いた屋根形状や空間が変化する多目的構造物

図5　補給機を活用した成長する宇宙建築のイメージ
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■デジタル技術は課題解決の鍵
●はじめに

 建築構造の分野は、⻑年にわたって進化を続けているが、近年、デ
ジタル技術の急速な進展により、業界全体が⼤きな変⾰を迎えてい
る。いわゆる「建築DX（デジタルトランスフォーメーション）」は、
設計だけでなく施⼯や維持管理に⾄るまで、あらゆるフェーズで新
たな可能性を⽣み出している。DXの実現に⾄る道筋を細分化すると、
図 1のようなステップが考えられ、今もどこかで⾏われているデジ
タル技術活⽤の取り組みは、このステップのどこかに分類される。本
稿では、デジタル技術を活⽤することで、構造分野で起きているトラ
ンスフォーメーションについて、現在抱えている課題、最新テクノロ
ジーの動向や実例を交えて述べ、今後の展望についても⾔及する。

図1　DX実現のステップ

●設計者の現在の課題とその背景

 課題については、⼤きく⼆つに分類して考えたい。⼀つは、⼀⼈で
は解決できないような⼤きな社会の課題。もう⼀つは、業務に関する
課題。過去に国⼟交通省からも発表されていたが、社会課題としては、
少⼦⾼齢化による⼈材不⾜や⻑時間労働が挙げられる。⼈材不⾜は
前々から叫ばれていたが、その深刻度は増し、そこに2024年問題と⾔
われている労働の規制が⼊った。効率性の向上や労働⼒の最適化が急
務となっている。しかし、これらの問題は、⼀⼈もしくは⼀社が動い
たとしても、業界全体で解決することが難しい課題だ。⼀⽅で業務課
題の⽅は、もう少し粒度の⼩さい普段の業務における課題であり、そ
の原因を捉え、解決策を実⾏できればすぐに解決できる可能性がある。
例えば、ワークフローに関する課題やソフトウェアやデータに関する
課題、その他にもプロジェクト管理やコスト管理、コミュニケーショ
ンに関することなど、所属組織や⽴場によっても異なる課題があり、
業務課題は考え出すと際限なく出てくる。そして、これらの課題への
対応に、従来の⽅法では限界があることが明らかになってきている。

これまでは⼈⼿をかけることで対応できていたことができなくなって
きているのだ。その背景として⼈材不⾜があり、ライフスタイルの変
化に伴うプロジェクトの⾼度化、複雑化、震災等に対する安全性への
関⼼の向上などといったことが絡み合って、設計者の負担が⼤きく
なっている。ではどのように解決するのか。その鍵はデジタル技術の
活⽤が握っている。建築業界の場合は、活動の成果が建物というわか
りやすい形で残るので、デジタル技術をうまく扱えるかどうかの違い
が⽬に⾒えて出てくる。つまり、⼈で対応できる領域が限られてくる
ため、対応できる建物の⽤途や規模が限定され、例えば規模の観点で
は、⼩さい建物しか対応できなくなってくるのである。

■デジタル技術で変わりゆく設計手法
●デジタル技術の急速な進化

 様々な課題を解決するために、業界を問わずデジタル技術の活⽤が
進んでいる。建築業界においても、IoT、VRやAR、ブロックチェーン、
ロボットや点群、3Dプリントなど多くの技術が実務でも活⽤され始
めている。中でも最近特に著しい進化を遂げているのがAIである。⽣
成AIを活⽤したサービスがいくつも⽣まれ、よりAIが⾝近になり、実
際に業務で使⽤する⽅も増えてきている。また、BIMやコンピュテー
ショナルデザインも進化しており、設計者のプロセスの最適化が進ん
できている。⽇々多くの技術が世界から⽣まれているが、⼀つの技術
でできることは限られており、それらを組み合わせることで新たな価
値を産むことができるようになる。様々なデジタル技術のおかげで、
設計者がこれまで以上に多くの情報を扱えるようになり、複雑なもの
や⾼度な条件にもコンピュータの⼒を借りることで、対応が可能に
なってきた。以下では、構造設計におけるデジタル技術活⽤の例をい
くつか挙げて、その有⽤性を俯瞰する。
●デジタル技術を活用した設計手法

 構造設計は、デジタル技術と⽐較的相性が良く、多くの先⾏事例が
ある。例えば、AIで構造設計を⾼速化しているシステム事例だと清⽔
建設の「SYMPREST」や⽵中⼯務店の「構造設計AIシステム」が挙げ
られる。スーパーゼネコン各社は、⾃社独⾃のシステムをそれぞれ開
発して活⽤している。例えば、図 2に⽰すのは⽵中⼯務店の構造設計
AIシステムによる設計ワークフロー改善の略図であるが、図に⽰すよ
うに、業務フローの中で⽬的に応じて複数のAIを活⽤することでクオ
リティを担保しながら業務効率化を進めている。デジタル技術を活⽤
する際には、どの業務のどこを解決するのかを明確にしておく必要が
ある。設計者が⾏っている業務は多岐に渡るので、業務の仕分けを⾏
うことが⾮常に重要になる。

デジタル技術が導く構造設計トランスフォーメーション
株式会社AMDlab 代表取締役CEO　藤井章弘
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図2　構造設計におけるAI活用ワークフロー事例※1

 各社専⽤のシステムは、その組織外の設計者が触れることはできな
いが、オーダーメイドの特別なシステムを使わなくてもできることは
たくさんある。例えば、⼈が⾏うと途⽅もなく時間を要する検討も
RhinoやGrasshopperを活⽤することで、パラメトリックスタディを⾼
速に⾏い、⽐較的容易に最適解を⾒つけることができる。図 3に⽰す
のは「縫合する家」という住宅兼事務所の改修計画の事例であるが、
構造解析にはOpenSeesを⽤いてGrasshopperで耐震壁や貫の位置等の
検討を⾏った。デジタル技術は、フェーズや建物の規模によらず活⽤
の道があり、設計者の強⼒な味⽅になってくれる。

図3　縫合する家（設計：トベアーキテクト、構造設計：AMDlab）

 他にも、設計者は解析ソフトやBIM/CADソフトをはじめ様々なソフ
トを使って業務を⾏っているので、ソフト間をいかにシームレスに繋
げるかというのも、効率化の観点では無視できない。こういったデー
タのコミュニケーション部分に⽬を向けるのも、デジタル化が進んだ
業務フロー内では効果的であり、実際に多くの企業で試⾏されてい
る。さらに、本稿では紹介しきれないが、利⽤しやすいツールとして、
ChatGPTやPerplexity、Midjourney等の⽣成AIのサービスやMIRO等の

オンラインホワイトボードを⽤いた業務効率化も現場では実際に進ん
できている。

図4　ChatGPTを用いたスタディ例

■まとめ
●デジタル技術との付き合い方と拓かれる未来

 デジタル技術の活⽤によって、業務効率化や⽣産性向上が期待され
る⼀⽅で、持続可能性の追求やユーザーエクスペリエンスの向上な
ど、新しい価値の創造も進んでいる。建築構造分野におけるデジタル
技術によるトランスフォーメーションは、今後間違いなくさらに重要
性を増して加速していく。今や世の中には様々なツールが存在し、ど
のシーンにおいてもそれは可能になっている。重要なのは課題の設定
と解決⽅法の組み合わせである。トランスフォーメーションを起こす
のは、デジタル技術そのものではなく、結局それらを扱う⼈である。
ツールに踊らされることなく、デジタル技術を味⽅につけた設計者の
未来は明るく、可能性は無限⼤だ。しかし、個⼈でできる範囲には限
界があり、そもそも建築はコラボレーションの賜物である。さらなる
⾶躍のためには、業界全体で⼀丸となってデジタル技術を取り⼊れ、
未来に向けた変⾰を推進していくことがより⼀層求められている。

参考⽂献
※ 1 ：https://www.takenaka.co.jp/news/2023/09/03/より引⽤
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■パラメトリックデザインの可能性とは
●自由で複雑な形状を実現する新たな手法

 パラメトリックデザインは、現代建築における創造性を根本から変
える⾰新的な⼿法として、広がりを⾒せている。これまで⼿作業では
困難であった複雑で有機的な形状や構造を、コンピュータによるパラ
メトリック制御を活⽤することで容易に実現できるようになった。こ
の技術の発展により、従来の制約から解放され、⾃由な発想で多様な
建築物を設計することが可能になってきている。
 例えば、曲線や⾮直線的な形状、あるいは幾何学的に複雑なパター
ンを持つ建物のデザインは、以前は⼿間とコストがかかり、実現が困
難であった。しかし、パラメトリックデザインの⼿法を⽤いることで、
これらの複雑な形状をアルゴリズムによって制御し、効率的かつ精密
に設計することができる。さらに、こうしたデザインは建築美にとど
まらず、構造的な合理性や持続可能性に寄与することも可能であり、
機能性と美しさを兼ね備えた新たな建築表現が次々と⽣まれている。

張力シミュレーションによる形態操作の様子

●リアルタイムフィードバックによるイテレーションの加速

 パラメトリックデザインの最⼤の強みの⼀つは、リアルタイムにパ
ラメータを変更し、その結果を瞬時に可視化できる点にある。この特
性により、設計者は形状の変化や性能評価、解析結果をすぐに確認す
ることができ、即時フィードバックを得ることが可能となる。この
フィードバックループの短縮によって、従来よりもはるかに多くのイ
テレーションを迅速に⾏うことができるため、設計の精度と創造性が
⾶躍的に向上する。
 従来の設計プロセスでは、パラメータを変更するたびに再計算や再
レンダリングが必要であり、解析結果を確認するまでに時間がかかる
ことが多かった。これに対し、スライダーを動かすたびにリアルタイ
ムでの形状の変化と性能値の即時表⽰が可能であるため、設計者はデ
ザインの改善や調整を素早く⾏い、短時間でより多くの代替案を試す
ことができる。このリアルタイムでのフィードバックは、単にデザイ
ンの視覚的な確認にとどまらず、構造的な性能評価や解析結果にも適
⽤される。

Rhino Grasshopperを用いた解析の様子

■連携によるパラメトリックデザインの進化
●リアルタイムなデザイン・解析の融合

 建築設計者と構造設計者のコラボレーションは、プロジェクト全体
の成功にとって極めて重要である。パラメトリックデザインを導⼊す
ることで、この連携はさらに強固かつ効率的になる。建築設計者がデ
ザインしたパラメトリックモデルと構造設計者が⽤いる解析プログラ
ムを連動させることで、設計と構造解析のプロセスがリアルタイムで
密接に結びつき、総合的なデザインが実現できる。
 たとえば、RhinoとGrasshopperといったプラットフォームを活⽤す
ることで、建築設計者のデザイン意図や形状の制約を保持しつつ、構
造的なパラメータを動的に調整できる環境が整う。このシステムでは、
設計者が込めた美的な要素を損なうことなく、構造設計者が解析を通
じて強度や機能性を確保することが可能となる。このように、デザイ
ンと構造解析がリアルタイムで相互に作⽤することで、建築プロジェ
クトの進⾏はより効率的で包括的なものとなる。
●パラメトリックデザインのプロセスと働き方の変化

 パラメトリックデザインのプロセスは、⼤きく⼆つに分かれる。ま
ず、設計のルールを定義し、それに基づいてパラメータを設定する作
業がある。次に、これらのルールに従って⽣成されたパラメトリック
モデルから、最適なパラメータを決定する作業である。この際に、建
築設計者と構造設計者が密に協⼒し、パラメータの選定と決定を⾏う
ことが、プロジェクトの成功にとって重要となる。このプロセスに
よって、形状やデザインの美しさだけでなく、構造的な安定性や機能
性、環境性能、コストなど、さまざまな要素を考慮した最適なパラ
メータを導き出すことが可能となる。
 従来の設計⽅法では、設計と構造がそれぞれ独⽴して進⾏し、最終的
に調整が必要になるケースが多かった。しかし、パラメトリックデザイ
ンとリアルタイム解析を組み合わせることで、設計初期段階から両者が
協⼒し合い、スムーズにプロジェクトを進められるようになる。このコ
ラボレーションによって、設計から構造解析まで⼀貫して効率化され、
全体のプロセスが円滑に進⾏する強⼒な⼿段となる。計算速度といった
技術の発展ばかりが注⽬されがちであるが、技術の進化によって⼈々の

パラメトリックデザインで広がる建築の未来
～ユーザーフレンドリーなツールと創造性が生み出す新たなデザインの可能性～

株式会社GEL　代表取締役　石津優子
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働き⽅がどのように変わるかにも注⽬する必要がある。新たなツールや
コラボレーションプラットフォームが整備されたことにより、建築設計
や構造設計の現場において、従来とは異なる形での連携が可能となっ
た。この変化は、デザインの質を向上させるだけでなく、業務の進め⽅
そのものを効率化し、多様な視点を取り⼊れた柔軟なコラボレーション
を実現するものとなっている。技術の進歩に⽬を向けることは重要であ
るが、それと同時に、⼈々の働き⽅がどのように進化しているかに着⽬
することが、今後の建築や未来を考える上で不可⽋である。

■ユーザーフレンドリーなツールの可能性
●再現性と再利用性がもたらす利点

 プログラムの利点である「再現性」を活かし、⼀度作成したプログ
ラムを参考にして新しいプログラムを組むことが可能であり、再利⽤
性も⾮常に⾼い。これにより、⼀つのプロジェクトに限らず、異なる
プロジェクトでも繰り返し活⽤できるのが⼤きな特徴である。さら
に、ユーザーが簡単に操作できるインターフェースを⽤意することで、
RhinoやGrasshopperの詳しい知識がなくても、⼀連の操作⼿順さえ習
得すれば、他の⼈が作成したプログラムをプロジェクトに適応できる
という利点がある。これにより、パラメトリックデザインの深い知識
を持つ⼈が考案したモデルの恩恵を、より多くの⼈々が享受しながら
デザインに取り組むことができるようになる。

基準曲線からできるトラスの様子

 この⽅法を活⽤すれば、アルゴリズムの詳細にこだわることなく、
プロジェクトに対するソリューションの提⽰に集中できる。したがっ
て、設計のプロセスが効率化され、より創造的で実⽤的なデザインに
取り組む環境が整うことになるのである。
●ツールデザインの重要性

 パラメトリックデザインにおいて、実務での効率的な活⽤を考えた
際、ゲームエンジニアリングの分業体制と同様のアプローチが必要
とされている。ゲーム業界では、個々のゲームを作るエンジニアと、
ゲーム制作のためのツールを開発するエンジニアが明確に分業されて
いる。これと同じように、建築においても、実際にパラメトリックモ
デルを⽤いて建築プロジェクトを実践する設計者と、その実践を⽀え
るために使いやすいツールを開発するツール開発者の役割が重要視さ
れている。

 ツールを設計する側は、複雑なモデルを簡単に操作できるように設
計し、設計者がパラメトリックモデルを活⽤しやすい環境を整えるこ
とが求められている。

パラメータ値を変えた同じプログラムから生成されたトラス

●教育の重要性とパラメトリックデザインの普及

 パラメトリックデザインの可能性を最⼤限に引き出すためには、そ
の知識と技術を普及させるための教育が⽋かせない。しかし、パラメ
トリックモデルを実務に役⽴てるハードルと、ゼロからアルゴリズム
を組むことには⼤きな差があり、学習コストが⾮常に⾼いという現実
も無視できない。⾼度なツールやプログラミングスキルが必要であり、
初学者にとっては特に困難に感じられることが多い。
 それでも、専⾨的なトレーニングや教育を通じて、設計者がこの技
術を習得すれば、従来の⽅法では難しかった形状や構造を効率的に作
り上げることが可能となる。また、ユーザーフレンドリーなツールが
整備されれば、これまでパラメトリックデザインに触れてこなかった
⼈々にもその技術が広がることが期待される。教育とツールの整備に
よる技術の普及は、建築やデザインの未来に向けた⼤きな⼀歩となる
のである。
●未来のパラメトリックデザインと業界への影響

 パラメトリックデザインの進化と、それに伴うツールデザインの発
展は、今後の建築業界に⼤きな影響を与えるだろう。ツールの整備に
より、パラメトリックデザインがより広く普及することで、これまで
専⾨知識が必要とされていた複雑な設計プロセスが簡便化され、より
多くの設計者が参⼊できるようになる。結果として、多様なデザイン
アプローチが⽣まれ、クリエイティブな建築デザインの可能性がさら
に拡⼤する。
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■前例なきディテールへの挑戦
●建築における鉄骨の位置づけとエンジニアリング会社の在り方

 ⼀般的に、建築物における鉄⾻の役割は、構造躯体として⾃然災害
から使⽤者の⾝を守ることが主⽬的であるため、その形状や構造につ
いてはパターン化（類型化）され、“如何に効率的に製造し、価格を抑
えるか” という点に着⽬されがちである。⼀⽅で、僅かではあるもの
の、積極的に構造を魅せることで鉄⾻のダイナミックさやディテール
の美しさを使⽤者に伝えることを意図した建築も存在している。私は
エンジニアリング会社の⼀員として、上記のような特殊な鉄⾻のプロ
ジェクト推進を20余年に渡り担当してきた。その経験の中では何度と
なく、“既成概念に囚われない柔軟なアイデア” を捻出しなければなら
ない局⾯に遭遇してきた。本稿ではその⼀端について、具体的事例を
挙げてご紹介する。
●未知の巨大鋼管構造

 やや古い情報ではあるが、私の経歴において最も⼼躍らせたプロ
ジェクトの⼀つである、東京スカイツリーⓇにて担当した、接合部ディ
テール考案についてその経緯を紹介する。東京スカイツリーⓇ（以下、
本件）では柱の最⼤外径が2,300mm（板厚100mm）、ブレースの最⼤
外径が1,000mm（板厚60mm）という、建築物としては前例になく⼤
きな円形鋼管が⽴体的に交差する鋼管⽴体トラス構造が採⽤されてい
た。なお、ブレースの柱に対する交差⾓度は最⼩で23度と⾮常に鋭⾓
に交差している箇所もある。従来、建築における鋼管トラス構造の鉄
⾻製作に際して、鉄⾻製作会社（以下ファブ）は⽇本建築学会の規準
類（建築⼯事標準仕様書JASS6、鋼管トラス構造設計施⼯指針・同解
説等、以下学会規準）に準拠した製作を志向する。然しながら、これ
ら学会規準の制定時には、本件のような特殊かつ巨⼤な構造は想定し
ていないと思われ、その適⽤範囲を越えている。従って、製作開始前
に「どのようなディテールを採⽤し、その妥当性をどのように検証す
れば良いのか」を考案する必要があった。

図1：巨大スケールの鋼管立体トラス構造

●プロジェクト仕様のディテール考案に際して

 本件の柱とブレース、梁の主部材は円形鋼管であり、その接合には
溶接接合が採⽤されている。このような接合部は “相貫継⼿” や “TKY
継⼿” と呼ばれており、建築業界では本件のような部材サイズの前例
は殆どないが、海底⽯油掘削⽤のジャケット（櫓）においては普通に
採⽤されていることを検討段階で知った。偶然、私の所属会社では
ジャケットの建設を事業展開している部⾨があり（⽻⽥空港D滑⾛路の
⼈⼝地盤にも参画）、その道の専⾨家が在籍していたことから設計や加
⼯に関するアドバイスを受けながらディテール検討を進めてきた。な
お、海洋構造のTKY継⼿にはAWS（American Welding Society）D1.1と
いう規準があり、開先形状の細部に⾄るまで規定されている。⼀⽅で
建築鉄⾻を製作するファブは普段は建築学会規準に準拠するのが通例
であり、海洋構造の規準をそのまま適⽤しようとすると、鉄⾻加⼯の
技術、作業員の技量、⾮破壊検査技術者の技量、及び各ファブの品質
管理技術者の品質管理に⽀障が出ることが予想された。そこで、AWS
の規定を参考にしながらも、建築学会規準に親和性がある、“プロジェ
クト仕様の開先・溶接仕様” を考案することにした。考案に際して当
社が設定した条件は下記の通りである。

【開先仕様の条件設定】
1 ）⾃動切断機を⽤いた開先形状とする。
2 ）⼀回の切断で形成できる開先形状とする。
3 ） （AWSは全周完全溶け込み溶接だが）部分溶け込み溶接と隅⾁溶接

の複合溶接とする。
4 ）スリット状の不溶着領域を出来るだけ少なくする。
  上記の条件を設定した背景を説明する。

【条件設定の背景】
1 ） 本件では複数のファブが⼯区を分担して製作することになってい

た。鋼管TKY継⼿の開先切断は極めて難易度が⾼い切断⼯程であ
り、加⼯量も膨⼤であった。これを職⼈の技量に頼ることは⼯程
上及び品質確保上、現実的ではなかったため、本件のために切断
機器メーカーと協⼒して切断プログラムを独⾃開発し、各ファブ
が保有している、或いは購⼊予定の⾃動切断機にこれを導⼊する
ことで切断⼯程をボトルネックにすることなく、切断品質のバラ
つきを抑えることを考えた。

2 ） TKY継⼿は開先仕様によっては⼀つの溶接線で⼆度切り、三度切
りを⾏って開先形成をする場合がある。本件は切断量が膨⼤であ
るため、切断回数を複数回にすると、切断⼯程がボトルネックに
なりかねないと考え、⼀回切断に拘った。

3 ） 建築鉄⾻のTKY溶接は、学会規準にて部分溶け込み溶接と隅⾁溶
接の複合溶接で規定している。慣れ親しんだ規基準がこの内容な

鉄骨技術のトランスフォーメーション
～東京スカイツリーⓇの回想を通じて～

日鉄エンジニアリング（株）建築本部プロジェクト部プロジェクト室　永山浩三
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ので、ファブの溶接⼯、⾮破壊検査技術者、品質管理技術者等は
海洋構造に適⽤されるTKY溶接の完全溶け込み溶接には不慣れで
あり、⼯程・品質管理に不安があった。このことから、考案した
溶接継⼿の継⼿性能を設計事務所に検証していただくことを前提
に、建築学会指針に近似した溶接仕様を志向した。

4 ） 隅⾁溶接から部分溶け込み溶接に移⾏する領域においては必ず、
スリット状の “溶接ワイヤが届かない開先領域” が発⽣してしま
う。このスリット状の領域は溶接継⼿性能上好ましくないと思わ
れたため、切断機械の動作制約と溶接⼯の施⼯性に⽀承がない範
囲でこの領域を⼩さくすることを考えた。

●ディテールの妥当性検証

 上記の条件を設定し、設計事務所、ゼネコン、各ファブ、切断機器
メーカー等と協議を重ねた結果、下図の開先・溶接仕様（ルール）を
仮設定した。

図2：プロジェクト仕様TKY継手開先仕様

 この仮設定したルールに対して、①新規に作成したプログラムで切
断機械が正しく動作して健全な開先切断が出来るのか、②その開先に
適切な溶接が可能なのか、という検証が必要であった。そこで、鋼管
を試験的に切断し、その切断した鋼管の開先に度型（型紙）をはめ込
み、想定通りの開先切断が出来ているか確認したうえで、実際にその
開先に溶接して、マクロ試験⽚を採取・確認することで、溶接線全周
において良好な溶接品質が得られることを確認した。

●その他のトピックス

 今思い返すと、本件では当時まだ業界に浸透していなかった3Dキャ
ドやBIMソフトを⽤いてモデリングや⼯作図作成に取り組んでいた。
10年以上経った今、3Dキャドの機能を持ったBIMソフトを⽤いて鉄⾻
⼯作図を作成し、⼯作機械にデータを連携する流れは業界に浸透して
おり、隔世の感がある。私も⾃社内にてBIMの利活⽤を推し進めると
共に、最近では拡張現実で3Dモデルと現物の⽐較が出来るソフトも導
⼊し、誤作発⾒等に役⽴てる等の取り組みを⾏っている。

図5：拡張現実を用いた製品確認

■日々の創意工夫のその先に・・・
●“私なりの”トランスフォーメーション

 以上、やや昔話ではあるが、社内外の仲間と共に、既成概念に囚わ
れず最適解を導き出した事例を紹介した。私は先⼈達が知恵を振り絞
り、⽴派な規基準を確⽴してくれた現代においても、現役の我々は過
度に既存の規基準に⽴脚・依存するのではなく、⼀⼈⼀⼈が創意⼯夫
を楽しみ、新たな付加価値を創造することを楽しむ姿勢が業界の未来
のために必要だと考えている。
 更には、個々⼈が⽇常的に最善・最良・変化を求めて、新たな技
術・知識との出会いを楽しみ、⼩さなトランスフォーメーションを積
み重ねていくその先に、⼤きなトランスフォーメーションが待ってい
ると確信している。

参考⽂献
鋼管トラス構造設計施⼯指針・同解説（⽇本建築学会）
建築⼯事標準仕様書JASS6 鉄⾻⼯事（⽇本建築学会）
AWS D1.1 Structural Welding Code - Steel（American Welding Society）

図4：溶接断面マクロ図3：試験切断と開先形状確認
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■はじめに
 『機動戦⼠ガンダム』とは1979年にTV放送されたSFアニメである。
それまでのアニメと異なる重厚なストーリやリアルなロボットデザイ
ンにより⼈気を博した。現在まで多くの続編が作られ世界中で知られ
るIPとなっている。今から15年前の2009年にガンダム30周年事業とし
て、東京都に実物⼤のガンダム⽴像が建てられた。この⽴像を⾒るた
めに、52⽇間の展⽰期間中に約415万⼈が訪れた。この⼤きな反響を
受け次なるステップとして、2014年に実物⼤の「動くガンダム」を開
発するプロジェクト「ガンダムGLOBAL CHALLENGE (GGC)」が⽴ち
上がった。本稿ではこのGGCプロジェクトで開発した「動くガンダム」
について概説していく。

■技術課題
 「動くガンダム」を開発する上での⼀番の課題はその⼤きさである。
ガンダムは全⾼18mであり、⼈間の約10倍のサイズに相当する。相似
の関係から⾯積は約100倍、体積、質量は約1000倍となる。ガンダム
が⼈型ということで⼈間と同サイズのヒューマノイドロボットの設計
思想をそのまま持ち込もうとした場合、この相似の問題が⽴ちはだか
る。⼀⽅で建設機械のような他分野の機械を⾒てみると18mというサ
イズはそれほど⼤きな部類には⼊らない。そこで、建設機械の関節⾃
由度を増やして⼈型に近づけるアプローチを考えた。また「動くガン
ダム」は数年に渡る⻑期展⽰を予定していたため、エンターテイメン
ト装置として安定して稼動し続けることが必須であり、第⼀に転倒し
ない安定性を確保する必要がある。そこでGキャリアという搬送台⾞で
ガンダムの腰を後⽅から⽀える構造とした。例えるなら⼤型重機本体
で転倒安定性を保ち、その作業アームに多⾃由度のガンダムを取り付
けるイメージである。

■全体構造
 「動くガンダム」の全体概要を図 1にしめす。各部の技術的特徴を
述べる。ガンダム後⽅には格納デッキ（以降Gドッグ）を設けている。
Gドッグは橋梁のような鉄⾻構造物であり、⼯作物として建設した。

「動くガンダム」を後⽅から⽀えるGキャリアは港湾で稼動するガント
リークレーンをベースとした。まさに重機そのものであり⼤質量を搬
送可能となっている。次に「動くガンダム」本体だが、関節部や駆動
制御システムは産業⽤ロボットをベースとしており、⾮常に精密な動
きを可能とした。ハンドにはエンターテイメントロボットの技術を⽤
い、⼈間のように 3 関節を備えた 5 本の指が独⽴可動する。ガンダム
には⼈間のような顔の表情がないため、ハンドは演出上の重要なアイ
テムと捉え 5 指独⽴可動とした。ガンダムの外装は先に述べた2009年

の⽴像の技術を継承・発展させている。安全検討を⾏った結果、「動く
ガンダム」はいわゆる産業⽤ロボットと同様に⼈間が離れた位置から
オペレーションする。ガンダムのあるエリアはコンクリート製の防護
壁で囲んでおり、動作中は⼈が近づけないようになっている。 1 か所
だけ設けた出⼊⼝が動作中に開いた場合、全システムが停⽌する。シ
ステム全体に対しリスクアセスメントを実施しており、他にも多くの
保護⽅策を実装した。

■動くガンダム
 続いて各部について詳説する。「動くガンダム」（図 2）は、鉄系の
内部可動フレームの外側に主にカーボン樹脂で製作した外装を設けた
構造となっている。ガンダムを開発する課題の 1 つは可動とデザイン
の両⽴であり、「ガンダムとしての意匠を維持しつつ各関節がしっかり
動く」構成を実現するため、内部フレームと外装の調整を細部にわた
り実施している。ガンダム単体での質量は約25tである。軽量化は重要
な要件であり、素材や形状等で⼯夫を加えることで2009年のガンダム
⽴像が35tあったのに対し25tまで軽量化を実現した。関節⾃由度は全
⾝で34である。関節配置はターゲットとする動きを基に決定した。具
体的に「歩⾏」のような前後動と、「⽴ち上がり」のような上下動を主
要な動きとした。結果、ハンドを除くガンダム本体では22⾃由度の内
18⾃由度が前後回転のピッチ軸、残りの 4 ⾃由度は左右回転のヨー軸
となった。左右に開く⽅向のロール軸が存在しないのも特徴と⾔える。
アクチュエータは全て電動で、関節部は基本的に回転型減速機＋サー
ボモータで構成している。また腰で⽀える構造上、腰に近づくほど⼤
きな駆動トルクが必要であり、腰と両腿の関節トルクは世に流通して
いる回転型減速機の許容値以上の値が必要となった。そこで腰と両腿
には電動シリンダを採⽤している。 2009年のガンダム⽴像に対するも
う⼀つ⼤きな違いとして、「動くガンダム」はコックピット空間を有し
ている。先に述べたようにガンダムが稼動している時に⼈が乗り込む

ガンダムGLOBAL CHALLENGE
動く実物大ガンダムプロジェクト
ガンダム GLOBAL CHALLENGE テクニカルディレクター　石井啓範
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図 1　動くガンダムの全体概要
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ことはできないが、本来の設定が搭乗型であるガンダムにとって実際
にコックピット空間を設けることは重要と考えた。内部に簡易の座席
も設けているが、18mの本体サイズで考えるとコックピット空間は意
外と狭く、⼈ひとりが座るのがギリギリの広さであった。こうした知
⾒もGGCの成果の⼀つと考えている。

■Gキャリア
 「動くガンダム」の特徴としてガンダム本体の腰部を後⽅のGキャリ
アで⽀えている。ガンダムの⽀持部であるトロリはガンダム後⽅に直
⽴しているマストに対して上下⽅向に移動⾃在に取り付けられている。
トロリ前⾯から上⽅に伸びるチェーンを設け、マスト上部の巻き上げ
装置で本チェーンを巻き上げることでトロリとガンダムを上下させる
構造となっている。またチェーンの反対側はマストの内部に落ちてお
り、端部にはカウンタウエイトが連結されている。カウンタウエイト
とトロリ＋ガンダムの重さをある程度バランスさせることにより、巻
き上げに必要なトルクを低減させている。 マストは前⽅から⾒た時に下
部の⼱が細くなっている。「動くガンダム」が⽚膝⽴ち姿勢となった時
に後⽅に引いた⾜を収めるスペースを確保するためである。マスト⾃
体は途中から後⽅にカギ状に折れ曲がることで下部フレームに接続さ
れている。マストはガンダムが取り付けられていない状態では、後⽅
に約0.1deg傾いて製作されている。天井クレーンの技術を応⽤したも
ので、ガンダムを取り付けることでマストが垂直姿勢となりスムーズ
な上下動を可能としている。 前後移動機構についてだが、Gキャリアは
フレームの四隅下部に⾞輪を 8 軸設けており、⾞輪でいわゆる鉄道⽤
のレールの上を⾛⾏することで、Gキャリア＋ガンダムの全体を前後移
動させる構造となっている。 

■Gドッグ
 Gドッグは「動くガンダム」をメンテナンスするための格納庫であ
り、ガンダム全体を覆う鉄⾻構造の建屋とガンダム各部にアクセスす
る保守デッキで構成されている。保守デッキは6階層を構成し、各フロ
アはガンダムとGキャリアの形状に合わせた形状をしており、格納時
に約50cmまで近づくことが可能となっている。また 4 、5 、6 Fの保守
デッキの前⽅にはガンダムから⾒て右側を中⼼に回転する可動デッキ
を設置し、ガンダム格納時に可動デッキを閉じることでガンダム前⾯
へのアクセスを可能とした。特に5Fの可動デッキはガンダム胸部にあ
るコックピット空間へのアクセスに使⽤する。 Gドッグはガンダムだけ
でなくガンダムを⽀えるGキャリアも格納する。Gキャリアは転倒安定
性を確保するため下部フレーム部が⼤きな⽀持多⾓形を形成している。
したがって保守デッキを下から⽀える柱を設置することが困難だった
ため、上部の梁から保守デッキを吊って⽀える構造とした。GGCにお
ける新たな取組みの 1 つとして、Gドッグの隣に観客の観覧⽤タワーを
併設した。これまでの⽴像は下から⾒上げることしかできなかったが、
観覧⽤タワーにより「ガンダムを同じ⾼さで横から⾒る」という新し
い体験を提供した。

■おわりに
 本稿で述べたように「動くガンダム」は多くの産業技術を結集し
た機械システムであり、それらをエンターテイメント装置として纏
めた点が⼤きな特徴だった。GGCによる「動くガンダム」の開発は
無事完了し、2020年12⽉に「動くガンダム」を展⽰する「GUNDAM 
FACTORY YOKOHAMA (GFY)」としてオープンした。GFYはコロナ禍
の影響もあり当初の 1 年 3 ヶ⽉を⼤幅に延⻑した 3 年 3 ヶ⽉の展⽰期
間を経て2024年 3 ⽉に閉場している。その間約175万⼈の観客を迎え
ており、18mの巨⼤なロボットが動くという新しいエンターテイメント
の価値を⽰すことができたと考えている。今後は「動くガンダム」で得
られた知⾒を踏まえ、次のステップに繋げていきたいと考えている。

参考⽂献
ガンダムGLOBAL CHALLENGE,  https://gundam-challenge.com/
GUNDAM GLOBAL CHALLENGE offi  cial making book

Ⓒ創通・サンライズⒸ創通・サンライズ

図2　動くガンダム全体写真
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いしい・あきのり
⼩学⽣の時にガンプラブームを経験し、搭乗型ロボッ
ト開発を夢⾒る。早稲⽥⼤学/⼤学院在学中に等⾝⼤
ヒューマノイドロボットWABIANの研究に従事。1999年
⽇⽴建機株式会社に⼊社。2018年GGCにテクニカルディ
レクターとして参加。2020年「動くガンダム」を開発
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過去の建築物や構造物の振り返りや未来に向けての
新しい技術やソフトなどの開発を拝読させて頂き、数
多くの構造分野のトランスフォーメーションを認識す
ることができました。これからは新たなツールを使っ
て様々な領域への検討が可能となり、新たなデザイン
が実現する時代が来るのではと感じました。近い未来
に構造術者の挑戦により、社会を驚かせるような建築
が、地球上だけでなく宇宙空間にも実現できるかもし
れません。記事に執筆にご協⼒頂きました皆様には深
く御礼申し上げます。 （古島正博）

様々な観点から、「トランスフォーメーション」につ
いてご執筆していただき、興味深く読ませていただき
ました。その中でも宇宙に関しては、地球上で作る場
合とは異なる課題が浮き彫りとなり、今後も技術⾰新
の中⼼になるだろうと期待を膨らませる内容でした。
これからも宇宙に関する技術の発展を楽しみにし、私
も構造設計者として協⼒できるか模索していこうと思
いました。今回ご協⼒頂きました皆様には改めて感謝
申し上げます。 （⼭下真輝）

誰かが脳裏に描いたデザインを現実世界に落とし込
むという建築⾏為が、⼤きな意味でのトランスフォー
メーションであり、その実現に向けた試⾏錯誤が建築
構造分野の⼀番⾯⽩いところだと思います。近年のデ
ジタル技術の発展を⽬の当たりにしていると、⼈間が
誰⼀⼈として想像もできなかったデザインが⽣まれる
⽇も近い（すでに始めている？）と思われるので、そ
れをアナログな世界に実現させる作業ができるのを楽
しみにしています。 （多⽥全希）

本号では構造分野に関連する変⾰を幅広くご執筆い
ただきました。ドーム建築では技術⾰新により多様な
形態や機能が実現され、建築の可能性が⼤きく広がっ
た話を、宇宙建築では、⼈⼯重⼒居住施設研究など宇
宙に関する壮⼤な構想について執筆いただいておりま
す。共通するのは、⼈々の夢を形にする建築の⼒かな
と思います。これからも建築が私たちの暮らしを豊か
にできるように、そのための技術⾰新を⽣み出せるよ
うに、精進したいと思います。ご執筆いただいた皆様
に⼼より感謝申し上げます。 （髙⼭秀俊）

「トランスフォーメーション」と⾔われると想像を超
える⼤きな変化や誰も到達したことのないはるか先の
未来を想像して構えてしまいますが、皆さんが⾃分の
分野で⾜元の問題解決を⾏い、その積み重ねが⼤きな
変化や発展につながっていくのだなと感じました。⼀
⽅で、ツールや新しい技術を扱う我々技術者⾃⾝も、
⼩さなことからでもいいのでトランスフォーメーショ
ンし続けることが重要だと改めて考える機会となりま
した。 （榊原啓太）

トランスフォーメーションといえば、ガンダムか!?
と、正直私⾃⾝はそこの 1 点張りでした。学⽣時代
にはまだかなり遠い未来のことと思っていましたが、
実物⼤ガンダムの話や宇宙建築の話など、あともう
ちょっとのところまで来たような印象も受けました。
編集後記の顔写真のイラスト化も、真⾯⽬気質な構造
分科会のトランスフォーメーションの現れです。時代
の変化に合わせ、技術⾰新とともに、新たな挑戦にワ
クワクしていきたいですね。 （瀧野敦夫）

構造⾯でのトランスフォーメーションの観点から様々
な分野についてご執筆いただきました。技術⾰新のス
ピードはすさまじく、⽉の構造物、宇宙構造物の実現
やデジタル化などぼーっと⽇々を過ごしているとすぐ
取り残されそうになります。また、ひと昔前には考え
もつかなった宇宙に移住することも夢のまた夢…では
ない？かもしれない？と未来が楽しみになりました。
記事ご執筆に協⼒いただいた皆様には深く御礼申し上
げます。 （神⼦河澄）

デジタル技術の発展により建築構造の幅の広がりは
空間だけでなく、次元の領域に踏み込もうとしている
のを感じます。技術的特異点の訪れとともに構造技術
者が求められるものは何なのでしょうか。その解を先
取って導き、建築として求められる理想を具現化して
いかなければなりません。宇宙建築が完成する時代に
私は⽣きていないでしょうが、稚児の頃によく観てい
たガンダムが動いたので、そう遠くない未来かもしれ
ませんね。 （正野和司）

建築の中でも、とりわけ構造は真正⾯から “トラン
スフォーメーション” に取り組むことができるので
は？という思いから今回の特集に取り組みました。執
筆者の皆様のおかげで正⾯突破？ができたのではな
いかと考えています。⼀⽅で、デジタル技術による
変⾰の波も他分野と同様に押し寄せてきています。
構造では従来からコンピュータを⽤いた解析などを
⾏っており（私の研究分野もその類です）、こちらも
建築構造分野が正⾯突破できるように情報収集を続
けていきたいと感じさせてくれる今回の特集でした。                               
 （⽔島靖典）

近年、構造形式の変化やAI活⽤など建築業界に⼤きな
変化（トランスフォーメーション）が起きていると感
じています。「パラメトリックデザインで広がる建築
の未来」にあるようにパラメトリックデザインの進化
も興味深いです。RhinoやGrasshopperを活⽤して作
成された、デザインと構造性能を両⽴した無数の建築
物の候補が得られたとき、何を根拠に⼀つの建築物に
絞り込むか。変化する時代の拠り所が求められます。
 （薮⽥智裕）

編集後記
構造分科会

プロフィール写真イラスト化について
画像⽣成AI「Stable diff usion」によるイラスト化を⾏った。チェックポイント（出⼒の雰囲気を決める）にBRA（アジア⼈⼥性の出⼒に優れたもの）を使ったので、顔の雰囲気が
全体的に少し⼥性らしく⽣成されているかも。BRAを⽤いた理由はある程度特徴を捉えた出⼒ができる点と商⽤利⽤に制限がない点を考慮した。

（順不同）
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■建築計画概要
 ⼤⼿前⼤学新K棟は兵庫県⻄宮市に建設された⼩規模なRC造建物
である。住宅地の中にあるキャンパスであり、狭⼩敷地かつ敷地へ
の接続道路幅が狭い。⼤⼨法部材の運搬経路確保や揚重が難しいこ
とから現場打ちのRC造を採⽤した。隣地斜線制限による⾼さの制約
を満⾜しながらも最⼤限の講義室数を確保するために、PCボイドス
ラブを採⽤して階⾼3.36mの 4 層構成を実現している。

■構造計画
●構造計画概要

 主体構造はRC耐震壁付ラーメン構造としている。オープンな空間
である講義室の南北に⼗分な壁量を確保した耐震架構を設ける計画
としており、構造計算ルートはルート 1 としている。基本的に耐震
壁で地震⼒を負担する設計とすることで、外観に表れる柱の⾒付幅
は330mmとして、キャンパス内の他の建物と同様に壁の⼩⼝のよう
な薄い材を組み合わせた外観を形成している。
●PCボイドスラブによる大空間

 講義室空間は階⾼を抑えながら天⾼を確保するために外周以外は
梁を架けず、すべてPCボイドスラブで構成することとした。PCボ
イドスラブは最⼤スパン10.5m、厚さは500mmであり、内部のボイ
ド管は300φ@500としている。PC鋼線は各ボイド管間および端部に
28.6φを 1 本ずつ配置してコンクリート縁応⼒およびたわみ、ひび割
れ幅を抑制している。PCボイドスラブの底⾯は⽊⽑セメント版を型
枠兼⽤で打込んでそのまま仕上げとしており、建築意匠・構造を統
合したディテールで経済性を追求した。

 ⼀⽅、PCボイドスラブの下⾯に設備機器が取り付くと有効天井⾼
さが下がってしまう。これを解消するため、PCボイドスラブを⼀部
ライン状に凹ませて縞状に通常スラブ（厚さ150mm）の領域を作
り、これとPCボイドスラブとの段差空間に設備機器を納めることと
した。さらに、この段差部分を外周の柱位置と合わせることで、柱
に抱かせたPSとの連続性を確保してすっきりとした納まりを実現し、
50mmのOAフロアと設備も含めて3.36mの階⾼の中で2.8mの天⾼を
確保している。
 PCボイドスラブは⻑辺⽅向⼤梁間を受け梁としているが、受け梁
のねじれ剛性や耐震壁の有無によって端部の固定度が異なる。設計
上は両端ピン、両端固定、⼀端固定他端ピンの 4 ケースについてい
ずれのケースでも問題ないようPCボイドスラブの検討を⾏った。ま
た、端部固定となった際に⼤梁に⽣じるねじりモーメントも考慮し、
⼤梁の腹筋をねじりモーメントに対して必要な本数として柱へ定着、
または通し筋としている。また、耐震壁の縦筋についてもボイドPC
スラブの端部モーメントに抵抗できるよう配筋を決定している。
 今回、PCボイドスラブの厚さ500mmの中に意匠・構造・設備を統
合して詰め込むことを試みた。当初はボイドスラブのボイド部分に
配管を通すなどの利⽤の仕⽅も想起したが、メンテナンス性を含め
た総合的な判断でこのディテールの決定に⾄っている。

4 6 1

構 造
の頁

大手前大学新K棟
～意匠・構造・設備を詰め込んだ500mm～
株式会社日建設計エンジニアリング部門構造設計グループ　大河　肇

おおかわ・はじめ
1989年⽣まれ。2014年⼤阪⼤学⼤学院⼯学研究科地球総合
⼯学専攻修了。同年㈱⽇建設計⼊社。

建物外観写真（撮影：㈱エスエス） 伏図 ボイドスラブ断面図

●建物概要
構造形式 RC造
階  数 地上 3 階地下 1 階
最⾼⾼さ 12.16m
建築⾯積 315㎡
延床⾯積 1,152㎡
⽤  途 ⼤学（講義室）
建 築 主 学校法⼈⼤⼿前学園
設 計 者 ⽇建設計
施 ⼯ 者 鴻池組
所 在 地 兵庫県⻄宮市

講義室内観写真（撮影：㈱エスエス）
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■はじめに
 令和 6 年能登半島地震において、多数の倒壊被害が発⽣し、住宅・
建築物の耐震化の重要性が改めて認識された。住宅・建築物が地震に
よって倒壊等した場合、建物倒壊によって死傷者が発⽣することに加
えて、応急仮設住宅や被災者⽣活⽀援⾦等の社会経済コストの増⼤や、
建物倒壊によって道路の通⾏を妨げることで、多数のものの円滑な避
難を困難とし、被災者の救援・救護活動に⼤きな⽀障を⽣じさせるこ
ととなる。そのため、住宅・建築物の耐震化を進めることが重要である。
 本稿では、住宅・建築物の耐震化を広く普及し促進させるため、
住宅・建築物の耐震化に係る補助制度について紹介する。

■住宅・建築物の耐震化に係る補助制度について
●補助制度創設の背景

 住宅・建築物の耐震化は、⼤地震時の倒壊を防ぎ⼈命を確保する
という観点において⼤変重要である。明治期以降の地震において、
津波による被害も含めると、死者・⾏⽅不明者が千⼈を超える地震
が12件発⽣している。特に、阪神淡路⼤震災では約 6 千⼈の死者の
うち、約 8 割が建物倒壊によって亡くなられたことから、その教訓
を踏まえ、1995（平成 7 ）年に耐震改修促進法が制定されるととも
に、⼀定の区域内において、延べ⾯積1,500㎡を超え、倒壊した場合
には周辺市街地に及ぼす影響が⼤きい建築物の耐震化に対して⽀援
を⾏う耐震型優良建築物等整備事業が創設された。
 その後、⼤地震の発⽣等を踏まえ、拡充・制度改正等を繰り返し
⾏ってきており、現在では、住宅・建築物安全ストック形成事業

（住宅・建築物耐震改修事業）と「地域防災拠点建築物緊急促進事業
（建築物耐震対策緊急促進事業）」の 2 事業で耐震化を⽀援している。
●耐震改修促進法の概要

 1950（昭和25）年に制定された建築基準法は「数⼗年に 1 度発⽣
する中地震に対してほとんど損傷しないことを検証」するものとし
て制定されたが、その後、⼤規模地震の被害状況等も踏まえて基準
の強化を⾏ってきており、1978（昭和53）年に発⽣した宮城県沖地
震を受けて、1981（昭和56）年の政令改正において、「数百年に 1 度
程度発⽣する⼤地震に対しても倒壊・崩壊しないことを保証」する
ものとして新耐震基準が導⼊された。その後、1995（平成 7 ）年に
発⽣した阪神・淡路⼤震災では新耐震基準以前の建築物や施⼯不良
建築物の多くが倒壊・崩壊したことを踏まえ、耐震改修促進法が制
定・公布され、その後の法改正等で順次強化されている。
 現⾏の耐震改修促進法においては、国による基本⽅針において耐
震診断・改修の⽅法を指針として⽰し、都道府県・市町村が作成す
る耐震改修促進計画では緊急輸送道路などや防災拠点建築物の指定

を⾏うこととなっている。また、耐震化の促進のための規制措置と
しては3つの段階があり、 1 ．すべての既存不適格建築物について指
導・助⾔、 2 ．⽤途・規模・⽴地に応じた⼀定の建築物について指
⽰・公表、 3 ．要緊急安全確認⼤規模建築物と要安全確認計画記載建
築物について耐震診断の義務づけ・結果公表が位置づけられている。
●住宅・建築物の耐震化の目標

 国⼟交通省では、住宅・建築物の耐震化の⽬標について、2030
（令和12）年までに耐震性が不⼗分な住宅、2025（令和 7 ）年までに
耐震性が不⼗分な耐震診断義務付け対象建築物をおおむね解消するこ
とを⽬標に掲げ、所有者による耐震化への⽀援を⾏っている。現在、
住宅の耐震化率は約87％［2018（平成30）年時点］、耐震診断義務付
け対象建築物である要緊急安全確認⼤規模建築物の耐震化率は約92％

（要安全確認計画記載建築物を含む耐震化率は約71％）［2023（令和
5 ）年度末時点］となっており、切迫する⾸都直下地震や南海トラフ
巨⼤地震などの災害に備えるため、引き続き、住宅・建築物の耐震化
を促進することが必要である。
●住宅・建築物の耐震化に係る補助制度の概要

 現在の補助制度としては、⼀般的な住宅・建築物の耐震診断、補
強設計、耐震改修・建替え・除却への⽀援を⾏う交付⾦の基幹事業
である「住宅・建築物安全ストック形成事業（住宅・建築物耐震改
修事業）」と耐震改修促進法により耐震診断の義務付け対象となる建
築物の耐震化に対し、重点的・緊急的に⽀援を⾏う個別補助事業で
ある「地域防災拠点建築物整備緊急促進事業（建築物耐震対策緊急
促進事業）」の 2 つが存在する。「住宅・建築物安全ストック形成事
業（住宅・建築物耐震改修事業）」では、住宅・建築物における耐震
診断、補強設計、耐震改修・建替え・除却、各々への補助（個別⽀
援）に加え、住宅の補強設計と耐震改修（または建替え）を総合的
に⾏うものに対して100万円（多雪地域であれば120万円、密集市街
地等であれば150万円）の定額補助が受けられるパッケージ⽀援（総
合⽀援）が活⽤可能となっている。

■おわりに
 今後発⽣することが予想される⾸都直下地震や南海トラフ巨⼤地
震に備え、住宅・建築物の耐震化は緊急的な課題である。地⽅公共
団体においては、耐震化の普及啓発とともに、地元のニーズを踏ま
えてぜひ⽀援制度をご活⽤いただき、耐震化を進めていただきたい。

住宅・建築物の耐震化に係る
補助制度について

国土交通省住宅局市街地建築課市街地住宅整備室係長　鈴木雄太

6 4 8

法 令
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すずき・ゆうた
2021年 4 ⽉ 建築研究所研究員
2024年 4 ⽉ 国⼟技術政策総合研究所研究官
2024年 4 ⽉より国⼟交通省住宅局市街地建築課市街地住宅整備室（併任）へ出向中
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■はじめに
 戦後の焼け野原となった⼤阪へ戻ってきた市⺠や復員兵らによって
復興作業が始まったころ、物価統制や流通網の崩壊により⼤阪駅前、
鶴橋、阿倍野などの駅周辺に闇市が形成された。上本町駅（現・⼤阪
上本町駅）は駅の⻄側地区に闇市が形成され、地区住⺠によって商店
会、組合へと変化する。そして⾏政との交渉により、上六地区第⼀種
市街地再開発事業（以下、当該事業地区を上六地区と略す）として再
開発され、1980年に「うえほんまちハイハイタウン」が竣⼯した。⼤
阪市初の組合施⾏による市街地再開発事業を通じて、地区住⺠が取り
組んだ事業の過程を紹介する。

■廃墟からの復興
 上六地区のある上本町周辺は、明治時代の初めまで地主の邸宅や⻑
屋、桑畑、茶畑の広がる静かな町であったが、1914年に近畿⽇本鉄道
の前⾝である⼤阪電気軌道の上本町駅開業が転換期となる。⼤阪市よ
り東⽅の中河内地域や奈良⽅⾯からの⽞関⼝となり、1926年には⼤軌
ビルディングが完成して私鉄ターミナルとして発展し、上本町 6 丁⽬
⼀帯の繁華街は「上

うえろく
六」と呼ばれるようになった。

 1945年 8 ⽉19⽇、終戦から間もなく上本町駅⻄側の空地に最初の住
⼈となる⼭崎繁男が 2 坪程度の仮⼩屋を空地に建て住み始める。そも
そもこの地区は空襲ではなく、1944年 3 ⽉に駅前緊急避難広場として

家屋が⼈為的に強制除却された空地であった。続けて今本猛男ら数名
が居住し、今本の提案で場所代を決め、闇市を始める。これが上六地
区最初の共同体である。⼤阪市は1946年 8 ⽉ 1 ⽇に府下92か所の闇市
封鎖を断⾏するが、上六地区は露店が直前に移転し、残った⼈は丸太
とトタン屋根の⼩規模ながら建物としての体裁をもって居住・営業し
ていたため封鎖を免れる。ところが場所代を搾取していたことが発覚
し、⼭崎を除く 3 名が逮捕され、ようやく形成されつつあった地区組
織が崩壊しかねない事態となる。そこで⼭崎は従兄の中⽥明正に相談
して上六復興速進会（以下、速進会と略す）をつくる。中⽥は後に上
六地区住⺠を再開発事業へと導き、⾏政と交渉して「うえほんまちハ
イハイタウン」建設の⽴役者となる。

■上六地区の組織変遷、大阪市との交渉
 上六地区から逮捕者が出た時、中⽥は親しかった天王寺署の⼋尾警
部補から「⼟地を買うか借りろ、それが無理なら借りる名⽬だけでも
作れ」と助⾔を受け、速進会を組織して各地主と交渉、正式に賃借す
る契約書を取り交わした。⾮合法な不法占拠者から合法の賃借契約へ
と転化させたことで闇市からの脱⽪に成功する。中⽥は縄を張って⼀
⼾⼀⼾借地を決定し、速進会から国際商店会と名称変更する。これは
地区住⺠の中に中国⼈、韓国⼈が多くいたためで、彼らも速進会を通
じて地主と賃借契約を結んだ。

「再読 関西の建築」

69 阿部文和
大阪歴史博物館学芸員

（1979年 1月号）

上六地区第一種市街地再開発事業

【図1】竣工予想図

設計監理：安井建築設計事務所
施　　行：鴻池組・フジタ工業・モリタ建設共同企業体
所 在 地：大阪市天王寺区上本町6,7丁目、東平野町3丁目
構造規模：SRC、B2、15F、P3
工　　期：1978年 4月～1980年 9月

【図 2】建設予定地
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 1948年12⽉、上六地区に第２の危機がおとずれる。前年に施⾏され
た戦災復興都市計画、復興⼟地区画整理事業により、上六地区が公園
緑地地域に指定されて、⽴ち退きを迫られたのだ。この計画は上六地
区から⻄側の下寺町地区にまで⾄る東⻄700ｍの巨⼤なグリーンベル
ト計画で、住⺠の激しい抵抗運動でほとんどの地区では指定解除や⾒
直しとなった。ところが上六地区は駅前の⽴地から対象外とされ、以
降指定解除まで30年という⻑い期間、不安の種として残り続けること
になる。
 昭和20年代は上六地区内の整備が進み、国際商店会も上六商店会と
名称を変えてコミュニティが形成された時期である。闇市の時代から
上下⽔道が整っておらず、中⽥会⻑の指導で⽔道管の敷設やトイレの
⽔洗化、ネオンやアーケードが設置された。またこのころ店舗兼住居
の増改築が盛んとなり、⽊造 3 階建てが増える。【図3】の屋根伏図の
うち半数以上が 3 階建てである。こうした地区整備を通じて⾃治意識
も次第に⾼まる。その⼀つが夜警団の設置である。⽊造が密集する中
で飲⾷店を経営していたため、防⽕は地区の⾄上命令となり、夜警団
を結成して27年間毎夜⽋かさず巡回した。上六地区では⼤きな⽕事や
窃盗による被害がほとんど発⽣しなかったという。
 昭和30年代には秩序も安定し、この頃から⼤阪市との交渉がはじ
まってゆく。1961年に⼟地対策委員会ができ、委員⻑に中⽥、商店会
⻑に南勉が選ばれる。そして翌年には上六商店会が商店街振興組合へ
変わり、その年の12⽉に組合⻑の南から⼤阪市へ初めての陳情書が提
出される。要旨は⼟地区画整理事業の修正・変更願いである。ただし、
この陳情書は南が個⼈的な案を持って市と話し合いをしたもので、⽴
ち退きの延期を嘆願する消極的な作戦だった。これは公園緑地の指定
から15年近くが経過し、市としても事業が進まずお互いに打開策もな
いまま膠着状態が続いており、区画整理事業の予算期限である1964年
まで現状を維持する狙いがみられる。
 しかし1961年に防災建築街区造成法（防災街区）と公共施設の整備

に関連する市街地の改造に関する法律（市街地改造）が法制化された
ことで状況が変わる。これらの法律が公園緑地撤廃運動の⾜掛かりと
なることを期待した⼟地対策委員会は積極的な交渉へと進路を変えた。
そして1962年に公園緑地撤廃の陳情書が⼤阪市に提出される。陳情書
の主な内容は公園緑地の廃⽌、⼟地区画整理事業の変更と共同ビルの
建設であった。

■上六観光センタービル計画
 最初の正式交渉の席で対応したのが当時の市街地改造課⻑⼭⽥忠顕
である。⼭⽥は京都府警察部建築課で建築許可事務及び不法建築の取
締係や都市計画に関わり、戦後は福岡市天神町の闇市整理を実施して

「強制執⾏の名⼈」と呼ばれた。その実績で⼤阪市に招かれ、⼭⽥⽈
く “⽇本で最も難しい” ⼤阪駅前、それに⾕町地区の市街地改造事業
を担当する。その都市再開発⼿法については『建築と社会』（1966年
11⽉号）に詳しいが、激論により名⼈から公園代替地の⽤意と市街地
改造⽅式でのビル建設というアドバイスを得る。⼭⽥からすれば複雑
な⼟地権利の整理や計画の取りまとめは⾏政としても難しく、地区関
係者でやれるならやってみろ、という期待と挑発的感情の混じった助
⾔であったと思われる。そして計画は「上六観光センタービル建設計
画（案）」としてまとめられた。地下 3 階、地上11階の近代的ビルで、
2 年の⼯期としている。建設のため同地区の店舗所有者、⼟地所有者、
家屋所有者の推定150名が出資し、そのほか国や⼤阪市、それに組合
に関係する⾦融⾦庫からの補助⾦や助成⾦を充てている。各階の内容
については以下の通りである。
 ［地下 3 階］⾃動⾞並びに観光バス駐⾞場、［地下 2 階］特飲セン
ター・⾷堂センター・喫茶センター、［地下 1 階］ショッピングセン
ター・マーケットセンター・喫茶飲⾷センター、［ 1 階］ショッピング
センター・銀⾏・観光センター・名品店、［ 2 階］社交娯楽センター・
観光センター、［ 3 階］⼤阪中⼩企業有名⾒本市センター・集会場、［ 4
階］結婚式場・料理⾷堂センター・⼤⼩宴会場、［ 5 階］上六⼤温泉、

［ 6 〜 7 階］⼀般旅客⽤ビジネスホテル、［ 8 〜 9 階］学⽣及び団体⽤
宿舎、［10〜11階］組合住宅並びに従業員宿舎（集会場・娯楽場）、［屋
上階］⼦供遊技場・遊園地・プール・タワー建設（第 2 期⼯事）、組合
員店舗は地下 2 階から 5 階まで計133店舗。
 上六地区のほとんどは飲⾷店経営であるが、“観光センター” と銘打
ち⼯期 2 年に設定したのは、1970年の近鉄電⾞難波駅延伸計画のこと
を考えてであろう。東の⽞関⼝として発展してきたが、延伸となれば
駅利⽤者の減少は明らかで、地区活⼒低下は飲⾷店にとって死活問題
であった。そこでバスによる観光客、社員旅⾏や修学旅⾏、結婚式参
加者など団体客を新たなターゲットとしている。住居については地区

【図4】再開発前の上六地区（左上）【図 3】再開発前の地区内屋根伏図
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外からの⼊居は想定しておらず、既存の商店街に観光客⽤施設を追加
して近代的ビルに置換した構造である。
 しかし、資⾦計画⾯で銀⾏からの融資が不調に終わったこと、市が
提⽰した公園の代替地が先に売却されて公園計画地の変更が不可能と
なったことなどを理由に計画案は実施に⾄らなかった。融資を得られ
なかった最⼤の理由は、地区住⺠の明らかな資⾦不⾜で、強⾏すれば
経営破綻する店も出るだろうと地区関係者の⼀部からも懐疑的であっ
た。そこで商店会では緻密な計画を⽴て、⾏政との交渉、地区の意⾒
をまとめられる⼈物として、この時⾃⾝の経営で組合代表から離れて
いた中⽥を再び選出し、⼟地対策委員会のリーダーとする。最初の計
画案は⾒送りとなったが、地区住⺠たちでまとめた成果は今後の同地
区が進む道を明確にし、その意識を⼀層⾼める転機となった。そして
追い⾵となるように1969年 6 ⽉、⼟地再開発法が施⾏されたことに
よって⼤きく進展することになる。

■着工までのプロセス
 1969年から1980年まで中⽥を中⼼に⼟地権利取得、⾏政との本格的
な交渉が次々と展開されてゆくため、特に重要な事項について触れる。
1969年 6 ⽉に都市再開発法が施⾏されると、同年 8 ⽉には公園緑地廃
⽌と組合施⾏による市街地再開発事業促進の陳情書を整える。これだ
けの短期間で具体的な提案がまとめられたのは観光センター計画がす
でにあり、交渉内容など直ちに対応する⼒を備えていたことが⼤きい。
並⾏して不在地主の⼟地を商店街振興組合が買い取り、再開発事業に
参加することを条件に借地権者に譲渡して 1 件ずつ解決している。こ
うした交渉が 2 年続き、最後はタイ・チェンマイまで⾶び、出張中の
地主から判をもらったという。中⽥の活躍で地区内に133名の⼟地所
有者が誕⽣した。
 ⼤阪市との直接交渉は過去の経験から進展が難しいと判断、建設省
へ直接陳情書を提出する。その甲斐あって⼤阪市と交渉の機会を得て、
再開発事業によるビルの建設を説明、副都⼼上六の都市開発を強調し
て説得に当たった。事実、近鉄難波駅延伸を機に上本町駅からの客⾜
が激減しており、上六地区の熱意により⼤阪市は組合施⾏による再開
発事業とすること、地区内に五百坪の公園を設けることを条件に公園
緑地指定を撤廃しても良いと回答があった。五百坪の公園は位置につ
いて数度のやり取りがあったが、⼤阪市が代替公園を指定（現在の上
汐北公園、上七公園、上⼋公園）したことで不要となる。そして1972
年 6 ⽉に上六市街地再開発準備組合が発⾜する。⼀⽅で地区外から新
たな権利者が⼊ることの防⽌と⼟地買い取りのために権利者が出資し
て上六開発株式会社（代表中⽥）を設⽴し、⼟地を買い取るシステム
を構築した。また今回は区画整理事業と再開発事業の同時施⾏である

ため、組合設⽴に権利者175名全員同意（法第110条特則型全員同意⽅
式）が必要であったが、すでに上六地区は強く結束していたことで円
滑に進められた。そして1974年12⽉ 5 ⽇、上六地区住⺠が30年近く待
ち望んだ公園緑地の都市計画廃⽌が公告される。
 また、本事業の特⾊として⽇本住宅公団（現・UR都市機構）の組
合員としての参加がある。⼟地の⾼度利⽤のため当初は百貨店やホテ
ルを誘致しようと交渉するも不調に終わり1976年に⽇本住宅公団へ参
加を求めた。287⼾が上層に計画され、⼯事管理や分譲業務は公団が
⾏っている。1961年には⼟地区画整理事業の変更、⽤途地域の変更、
⾼度利⽤地区の決定、そして組合設⽴のための全員合意などを進め、
1977年11⽉に上六地区の解体⼯事に着⼿し、1978年 4 ⽉に地鎮祭と起
⼯式を挙⾏、建築⼯事が開始された。そして1980年 9 ⽉に上六地区全
員の念願だった「うえほんまちハイハイタウン」が竣⼯した。

■うえほんまちハイハイタウン
 ⼟地区画整理事業により⼀辺約90mの⽅形街区に建設されたハイハ
イタウンは地上15階、地下 2 階のSRC造りである。設計監理は安井建
築設計事務所、施⼯は鴻池組・フジタ⼯業・モリタ建設の共同企業体
である。地下 1 階から地上 3 階まではクリニックや商店街、 4 階から
15階までの中⾼層部は分譲住宅（279⼾）が占め、中庭を囲むロの字
型となる。ただし北側は事務所などが⼊っている【図6】。地下 2 階は
駐⾞場および機械室となる【図7】。
 外観は低層部をレンガ調のタイルに⼤理⽯と茶系統で統⼀し、中⾼
層の住居部は⽩⾊とする。 2 階や 3 階の屋外通路に沿って植栽が配置
されており、低層部と中⾼層部の間を帯状に彩る。東側では敷地境界
まで 1 階店舗を張り出し、南側地区の店舗への連続性と対⾯する近鉄
百貨店との関係を強め、敷地北側は店舗をセットバックさせて1,300
㎡の広場を確保している【図 8・12】。広場には中⽥明正の銅像がス
テージの⽅を向いて設置されている【図 9】。敷地は四⽅を道路に囲
まれているが、各⽅⾯に 1 階、 2 階への出⼊⼝があり、階段、スロー
プ、エスカレーター、エレベーターと内部へ誘導する豊富な装置が低
層部外観を特徴的なものとしている。またこうした装置は交差点に⾯
した南東⾓や駐輪場近くなど利便性のよい位置に設置されてはいるが、
茶系統の壁と植栽によって有機的にまとめられており⽬⽴ちすぎるも
のではない。
 内部は⾼低差があり、いたるところに階段やスロープが設置されて
いるのは、建設地が東⽅へ緩やかに降る傾斜となっており、東⻄両端
で約 3 mの⾼低差があるためである。そのため 1 階と地下 1 階との間
に中 1 階があり商店街の構造はやや複雑である【図10】。特に賑わって
いるのが地下の飲⾷店で、通路の幅や店の距離感、街灯を模した照明
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は昭和の雰囲気を残す【図11】。しかしそれはネガティブな側⾯ではな
く、気軽さ、⽴ち寄りやすさを演出しているといえる。近くには近鉄
百貨店、そして2010年にオープンした上本町YUFURAと⽐較しても飲
⾷店が多く、駅と地上・地下で直結という好⽴地もあり特に夜は活気
がある。ターミナル周辺に複数の教育施設やコンセプトの異なる商業
施設があり、住環境に恵まれ町の世帯数は増加傾向にある。上六地区
は⾃らの住む地区と⽣活を守ろうと思う強いエネルギーが組織の団結
を⽣み、組合施⾏の再開発事業という⼤業を成功させ、「うえほんまち
ハイハイタウン」を築いた。昼夜問わず活気ある「うえほんまちハイ
ハイタウン」からは、そうした共同体が築いてきたエネルギーを今も
感じることが出来る。

参考⽂献
⽥中⽔四⾨『廃墟から再開発まで：ある共同体形成史』（上六市街地再開発組合 
1978年）
藤⽥邦昭「ヤミ市を巨⼤レジャー・飲⾷・ショッピングビルに再建−⼤阪・上本町
ハイハイタウンー」『レジャー産業資料』（18巻 1 号 1985年 1 ⽉）
⼩原丈明「⼤阪市上六地区における都市再開発の社会的意義」『地理化学』（vol.60 
no.2 2005年）

【図12】北側広場【図10】中１階から１階を臨む 【図11】地下１階天山閣ハイハイ横丁

【図 5】1階・2 階平面図 【図 8】南東側外観 【図 9】中田明正像

【図 6】北東側外観 【図 7】断面図

図版のうち
1, 2, 3 , 5, 7は『建築と社会』（1979月1月号）
4は大阪歴史博物館蔵、上記以外筆者撮影
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企画：⽇本建築協会 
発⾏：学芸出版社 

出版図書の
ご案内

⽇本建築協会の会員は本体価格の 1 割引＋
税でご購⼊いただけます。(送料実費)
詳 し く は （ ⼀ 社 ） ⽇ 本 建 築 協 会 事 務 局

（TEL 06-6946-6981、FAX 06-6946-6984、
E-mail soumu@aaj.or.jp）まで。

最新刊 2024年 9 ⽉発⾏

現場写真でわかる
⽊造住宅⼯事の納まり
著者  春⼭浩司 監修  ⽟⽔新吾

最新刊 2024年 9 ⽉発⾏

住宅が傾かない
地盤・基礎のつくりかた
著者  髙森 洋

A5判  256ページ 定価  本体2,800円＋税 A5判  216ページ 定価  本体2,700円＋税

品質のバラつきによ
る瑕疵のリスクをな
くし、顧客の満⾜を
得られる質の⾼い施
⼯をするための住宅
⼯事の納まりをポイ
ン ト 別 に 現 場 写 真
＋図⾯にまとめた⼀
冊。

阪神⼤震災以降、地
盤調査と地盤補強は
⼀般化したが、まだ
まだ不同沈下のトラ
ブルは減らない。災
害の激甚化に備え、
強い住宅地盤・基礎
をつくる⽅法を第⼀
⼈者が説く。

2023年 7 ⽉発⾏
設計者のための
建築コストプランニング術
著者  北野正美
A5判  184ページ 定価  本体2,500円＋税

2023年 4 ⽉発⾏
組織設計・ゼネコンで設計者になる
⼊社10年⽬までのはたらきかた
編著  （⼀社）⽇本建築協会U−35委員会
四六判  224ページ 定価  本体2,200円＋税

2022年 3 ⽉発⾏
イラストでわかる
建設現場のチェックポイント
著者  柿﨑正義・⽟⽔新吾
A5判  236ページ 定価  本体2,800円＋税

狙い通りの⾒積をと
るための図⾯の書き
⽅、施主の予算・要
望に応えつつ良質な
建 築 を 実 現 す る ツ
ボ 、 設 計 段 階 別 ・
⼯ 事 種 別 の ⾒ 積 書
チェックの極意をや
さしく指南。

組織設計事務所やゼ
ネコン設計部で働く
若⼿設計者たちのや
りがいと壁、そして
成 ⻑ 。 所 属 組 織 を
超えて切磋琢磨する
U-35委員会の17⼈
の実務録。

地 盤 構 造 ・ 構 造 躯
体・外装仕上げ・⾬
漏りについて、現場
での⼯程内検査やメ
ンテナンス時に瑕疵
の芽を完全に摘むた
めにチェックすべき
ポイントをわかりや
すく解説。

2021年 8 ⽉発⾏
直感で理解する！
建築デザイナーのための
構造技術の基本
著者  ⼭浦晋弘
A5判  216ページ 定価  本体2,500円＋税

2021年 2 ⽉発⾏

図解 住まいの設備設計
暮らしやすさから考える
家づくりのポイント
著者  堀野和⼈・加藤圭介
A5判  172ページ 定価 本体2,600円＋税

2020年12⽉発⾏

図解 建築と構造の接点
トラブル予防のツボ100
著者  仲本尚志・⾺渡勝昭・⻑瀬 正
A5判  256ページ 定価  本体2,800円＋税

「いい建築デザイン」
はどんな構造技術に
⽀えられているのか
を⽂章と⼿描きイラ
ストでやさしく解説。
建築デザインの幅を
広げるための考え⽅
や、細部にこだわる
時の注意点など、わ
かりやすく紹介。

安全で快適な住宅を
つくるには、暮らし
や す さ を ふ ま え た
設備計画が⽋かせな
い。⽞関・洗⾯室・
寝室など、住まいの
10の空間別に、⽣活
⾏為に適した設備設
計の考え⽅をわかり
やすい 2 ⾊刷イラス
トで紹介。

建築のトラブルにつ
ながりやすい建築デ
ザイナーと構造エン
ジニアの協業不⾜。
その「接点」を建物
のライフサイクル・
構造種別に紹介し、
ト ラ ブ ル 予 防 の ノ
ウハウを具体的に解
説。
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図解 間取りの処⽅箋
暮らしから考える住宅設計・
改修のポイント
堀野和⼈・⼩⼭幸⼦  著

図解 建築と設備の接点
トラブル予防のツボ
仲本尚志・⾺渡勝昭・⾚澤正治  著

直感で理解する！
構造⼒学の基本
⼭浦晋弘  著

住まいの 8 つの空間に
ついて、実際に⼈が暮
らしていく上で不都合
が⽣じる「お困り間取
り」とその改善ポイン
トを解説。

騒⾳・振動・漏⽔・結
露・臭気・メンテしに
くい…。トラブル予防
の⽅法を設備別にイラ
ストで詳細に図解。

「構造⼒学」の先にある
「構造設計」の魅⼒が
⾒えてくる⼀冊。⼀級
建築⼠試験にも役⽴つ

「⼒学問題アラカルト」
付き。

A5判  232ページ
定価  本体2,800円＋税

A5判  216ページ
定価  本体2,400円＋税

A5判  184ページ
定価  本体2,600円＋税

図解 ⾬漏り事件簿
原因調査と対策のポイント
⾬漏り110番技術班  監修
⽟⽔新吾・唐鎌謙⼆  著

図解 住まいの⼨法
暮らしから考える設計のポイント
堀野和⼈・黑⽥吏⾹  著

図解 ⼀発で通す！確認申請
Q&Aでわかる新築・増改築のポイント
野⼝ 元・平沢隆志・仲本尚志  著

多数の事例をもとに実
務に役⽴つポイントを
解説。ヒアリングシー
トと現場写真で原因と
対策を丁寧に図解した
⼀冊。

⽣活⾏為の理にかなっ
た⼨法をわかりやすい
2 ⾊刷イラストで紹介。
⼨法の持つ意味を知る
ことで設計実務に活か
せる⼀冊。

申請する側＆審査する
側のベテラン著者がわ
かりやすく図解。増改
築・リニューアル関連
の確認申請のポイント
も⼿厚く解説。

A5判  200ページ
定価  本体2,600円＋税

B5判  192ページ
定価  本体3,200円＋税

A5判  216ページ
定価  本体2,500円＋税

直感で理解する！
構造設計の基本
⼭浦晋弘  著

〈プロのノウハウ〉
建築現場のコンクリート技術
柿崎正義・⽟⽔新吾  著

 〈プロのノウハウ〉
写真マンガでわかる
⼯務店のクレーム対応術
⽟⽔新吾・⻘⼭秀雄  著

実務で押さえておくべ
き項⽬や設計上の落と
し⽳を、イラストや写
真、図表と平易な⽂章
で直感的に理解できる
よう解説。

仕事の流れにそって「そ
こが知りたい」「今さら
きけない」ポイントを
図・写真・マンガでわか
りやすく解説。よくある
トラブル事例集付き。

施主とのコミュニケー
ション不⾜から⽣まれ
るクレームを網羅し、
正 し い 事 前 説 明 と ク
レーム発⽣後の対応を
わかりやすく解説。

四六判  220ページ
定価  本体2,000円＋税

四六判  220ページ
定価  本体2,000円＋税

A5判  216ページ
定価  本体2,400円＋税

設計・監理・施⼯者のための
建築品質トラブル予防のツボ
仲本尚志・⾺渡勝昭  著

図解 写真マンガでわかる
住宅メンテナンスのツボ
⽟⽔新吾・都甲栄充  著

現場直伝！
躯体⼯事の100ポイント
中川 徹  著

トラブルの起こらない建
物のために知っておくべ
き建築⼯事の基本知識と
トラブル予防のポイント
を「危険予知と予防」の
観点から解説。

住宅の部位別に写真マン
ガでチェックポイントと
対処法、ユーザーへのア
ドバイスの仕⽅をやさし
く解説。

⻑年にわたり現場指導
を⾏ってきた著者によ
るわかりやすい解説で、
知っておくべきポイン
トを効率よくマスター
しよう！

A5判  248ページ
定価  本体2,800円＋税

四六判  220ページ
定価  本体2,200円＋税

A5判  256ページ
定価  本体2,800円＋税
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再開館記念「不在」―トゥールーズ
＝ロートレックとソフィ･カル

①
5組

「不在」という主題を通して「存在」を考察する
 19世紀末のパリで活躍し
たアンリ・ド・トゥールー
ズ=ロートレック（1864-
1901）の多彩な版画・ポス
ターの表現にフォーカスし、
三菱⼀号館美術館のコレク
ションを中⼼にフランス国⽴
図書館所蔵のロートレック作
品と併せて展覧する。
 また、フランスを代表する
現代アーティストのソフィ・
カル⽒ # が同館のコレクショ
ンの中からオディロン・ルド
ンの《グラン・ブーケ（⼤き
な花束）》に着想を得て制作、
同館に新たに寄贈された作品
を世界初公開する。

 ソフィ・カル⽒は⻑年にわたり、「喪失」
や「不在」について考察を巡らせてきた。
コロナ禍を経てようやく実現したソフィ・
カル⽒の招聘および今回の協働に際し、

「不在」という主題の提案がなされた。

 三菱⼀号館美術館は2010年 4 ⽉に開館、2023年 4 ⽉から休館
していたが、2024年11⽉23⽇に再開館する。今後も東京・丸の内
のランドマークとして、魅⼒ある展覧会を継続して開催していく。

期　　　間　11月23日（土・祝）～2025年1月26日（日）
　　　　　　10：00～18：00
　　　　　　金曜日と会期最終週平日、第 2水曜日は20：00まで
　　　　　　※入場は閉館の30分前まで
休　館　日　月曜日、12/31（火）、1/1（水・祝）
　　　　　　 トークフリーデーの11/25（月）、12/30（月）と

1/13（月・祝）、1/20（月）は開館
観　覧　料　一般2,300円、大学生1,300円、高校生1,000円
　　　　　　＊障がい者手帳をお持ちの方は半額、付添 1名無料

#  本展で協働しているソフィ・カル氏の、第35回高松宮殿下記念
世界文化賞〈絵画部門〉での受賞決定

会　　　場　三菱一号館美術館
　　　　　　東京都千代田区丸の内2-6-2

　　　　　　TEL.050-5541-8600（ハローダイヤル）

i n f o r m a t i o n

特別展「パリ･ノートルダム大聖堂展
タブレットを手に巡る時空の旅」

②
5組

日本で初開催！ 大聖堂の中にいるような没入感

Ⓒパリ・ノートルダム大聖堂展 製作委員会

 ノートルダム⼤聖堂は、今から800年前にパリのシテ島に建築 
され、NOTRE-DAME（＝Our Lady＝聖⺟マリア）に捧げられた
パリのシンボルとして、パリ市⺠のみならず世界中の⼈達から愛
されてきたが、2019年 4 ⽉15⽇に発⽣した⽕災により、⼤きな
被害を受けることとなった。その復興に向けて各界の専⾨家が集
結し、ドローンやCG分析などの最新IT技術と、熟練⼯の磨き抜
かれた建築・美術品修復の技によって、 5 年の歳⽉をかけた修
復作業が今も続いている。 
 本展は、世界遺産の豊かな歴
史と、最新技術によって⼤聖堂
が再び光を取り戻していく様⼦
を、専⽤端末HistoPad（ヒスト
パッド）を使って、創建時から
現代までタイムトラベルする、
まったく新しいカタチの「体験
型展覧会」である。

期　　　間　11月6日（水）～2025年2月24日（月・休）
　　　　　　10：00～17：00
　　　　　　※入場は閉館の30分前まで
休　館　日　火曜日、12/28（土）～2025/1/1（水・祝）
　　　　　　※2/11（火・祝）は開館
観　覧　料　大人［19歳以上］1,800円、
　　　　　　18歳以下［中学生以上］800円
　　　　　　小学生500円、未就学児［ 6歳以下］無料

会　　　場　日本科学未来館
　　　　　　東京都江東区青梅2-3-6

　　　　　　TEL.03-3570-9151

アンリ・ド・トゥールーズ=ロートレック
《エルドラド、アリスティド・ブリュアン》、

1892年、 リトグラフ／紙、
三菱一号館美術館蔵

ソフィ・カル氏ポートレート
Sophie Calle Photography : 

Yves Géant

HistoPad（ヒストパッド）
ⒸHistovery
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日中平和友好条約45周年記念
『世界遺産 大シルクロード展』

③
2組

いよいよ最終会場！　一級文物44点を展観

（左上）一級文物《鳳首杯》唐･8世紀/ 1982年西安市韓森寨出土/陜西歴史
博物館　（右）一級文物《瑪瑙象嵌杯》5-7世紀/ 1997年イリ州昭蘇県ボマ
古墓出土/イリ州博物館　（左下）敦煌の鳴沙山（画像提供：山田勝久）

 東洋と⻄洋を結ぶシルクロードは、古代から重要な交流、通商
ルートであり、多様な⺠族が興亡した⽂化融合の地であった。本
展では、中国各地の主要な博物館、研究機関の所蔵する⽂物の中
から、シルクロードの名宝を紹介する。世界遺産認定後、中国国
外では初の⼤規模シルクロード展となる。
 展覧会は、次に記す全 3 章によって構成されている。
  第 1章 民族往来の舞台〜胡⼈の活動とオアシスの遺宝〜
 新疆ウイグル⾃治区、⽢粛省、寧夏回族⾃治区、⻘海省、遼寧
省などの博物館が所蔵する、⻄⽅や北⽅の⾹り⾼い遺宝の数々
  第 2章 東西文明の融合〜響き合う漢と胡の輝き〜
 唐時代の名品を中⼼に、⽢粛省、陝⻄省、河南省、⼭⻄省、河
北省、浙江省、江⻄省の博物館の所蔵品
  第 3章 仏教東漸の遥かな旅〜眠りから覚めた経典と祈りの
造形〜
 トルファンと敦煌で発⾒された経典や、新疆、敦煌、さらに中
原の各地で収蔵されている仏教美術の優品

期　　　間　11月23日（土・祝）～2025年2月2日（日）
　　　　　　10：00～18：00（金曜日は19：30まで）
　　　　　　※入場は閉場の30分前まで
休　館　日　月曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）
　　　　　　12/28（土）～2025/1/3（金）
観　覧　料　一般1,600円、大高生1,000円、中小生500円
　　　　　　＊未就学児無料（要保護者同伴）
　　　　　　＊学生料金で入場の際には学生証の提示が必要
　　　　　　＊障がい者手帳など提示の方と付き添い 1名無料
　　　　　　＊20名以上の団体料金あり（各200円引き）

会　　　場　京都文化博物館
　　　　　　京都市中京区三条高倉

　　　　　　TEL.075-222-0888

i n f o r m a t i o n

開園100周年記念
LIGHT CYCLES KYOTO

④
5組

｢光｣ と ｢音｣ と ｢植物｣ が織りなす幻想的な空間

 ⽇本最古の公⽴植物園として1924（⼤正13）年に開園し、本
年開園100周年を迎えた京都府⽴植物園を期間限定で夜間に開放
し、光、⾳、プロジェクションによって、昼間とは異なる植物た
ちの多彩な表情を彩る「LIGHT CYCLES KYOTO」（ライトサイ
クル キョウト）を開催する。
 「LIGHT CYCLES KYOTO」では、「⽣物多様性」をテーマに、
世界最⾼峰のマルチメディア・スタジオ「Moment Factory」が
⼿掛ける没⼊型体験を提供する。⽇本最⼤級の観覧温室を舞台
に、光、⾳、プロジェクションによって、昼間とは異なる新たな
植物の魅⼒を、五感で感じることができる。
 温室内には 4 つの異なるゾーンが設けられており、参加者は
それぞれを巡ることで、⼈
と⾃然、植物とのより深い
つ な が り を 理 解 し 、 エ ン
ターテインメントを通じた

「驚き」と「感動」を体験で
きる機会を提供する。

 園は、次の100年に向けたビジョンとして「植物が⽣態系にも
たらす役割をわかりやすく伝え、未来への種をまく植物園として、
京都から世界の⽣物多様性保全に貢献すること」を掲げ、憩いの
場としての機能に加え、研究・博物館機能の拡充を⽬指している。

期　　　間　12月26日（木）まで
　　　　　　18：00～21：30
　　　　　　※入場は閉場の30分前まで
休　演　日　月曜日（月曜日が祝日の場合は開演）
観　覧　料　大人（高校生以上）2,500円、小人（小中学生）1,200円
　　　　　　＊未就学児無料

会　　　場　京都府立植物園
　　　　　　京都市左京区下鴨半木町

　　　　　　TEL.075-284-0161

体験ゾーン4：FOREST FREQUENCIES
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ポール・マッカートニー写真展
1963-64～Eyes of the Storm～

⑤
2組

世界が熱狂したザ・ビートルズ絶頂期の記録

The Beatles, London, 1964
Ⓒ 1964 Paul McCartney
under exclusive license
to MPL Archive LLP

MPL Communications Ltd／
Ⓒ National Portrait Gallery,

London.
Exhibition curated by Sir Paul

McCartney with Sarah Brown on
behalf of MPL Communications
Limited and Rosie Broadley

for the National Portrait Gallery,
London, and presented by Fuji TV.

 1962年にデビューし、瞬く間に世界のトップミュージシャン
とったザ・ビートルズ。本展は、ジョン・レノン、ポール・マッ
カートニー、ジョージ・ハリスン、リンゴ・スターの 4 名が、
世界を熱狂させ社会現象となる1963年12⽉から、「エド・サリバ
ン・ショー」でアメリカに凱旋した1964年 2 ⽉までの約 3 か⽉
間の記録である。彼⾃⾝が撮影したものや、60年前からネガや
コンタクトシートのままでプリント化されてこなかった貴重な写
真を含む約250枚が展⽰される。
 展⽰される写真について、ポールは「どの写真を⾒ても思い出
がよみがえってくる。彼らがどこにいて、私たちが何をしてい
たのか。カメラマンと⼀緒に写っている写真を⾒ると、初めて
ニューヨークに来て、セントラルパークに連れて⾏かれたときの
ような思い出がよみがえる。僕らが彼らを⾒ると、彼らは写真を
撮るんだ。『⻄海岸にもう 1 枚』ってね。そういう話は全部覚えて
いるよ。」とコメントしている。
 今回の展覧会のために収録された⾳声ガイドは、ポール・マッ
カートニー⾃⾝が担当。当時を懐かしむポールの声は、より当時
の熱量に触れることができるはずだ。

期　　　間　2025年1月5日（日）まで
　　　　　　10：00～18：00
　　　　　　※入場は閉場の30分前まで
休　場　日　12/31（火）、2025/1/1（水・祝）
観　覧　料　大人2,500円、大高生1,500円、中小生700円
　　　　　　＊小学生未満無料
　　　　　　＊障がい者と介助者1名まで当日料金の半額（要証明）
　　　　　　＊20名以上の団体料金あり（各200円引き）

会　　　場　 グランフロント大阪 北館
ナレッジキャピタル イベントラボ

　　　　　　大阪市北区大深町3-1
　　　　　　TEL.050-5541-8600（ハローダイヤル）

①〜⑥各展の招待券を記載の組数分
ご⽤意しています。（ 1 組＝ 2 枚）

招待券の抽選応募フォームは、協会ホームページにある会員専⽤ページ内です。
会員IDやパスワードがご不明な場合は、⽇本建築協会総務課（soumu@aaj.or.jp）まで。
応募期限は毎⽉20⽇、厳正に抽選（*）、招待券は当会より郵送でお届けいたします。
当選発表は招待券の発送をもってかえさせていただきます。（*）応募できるのは個⼈会員に限定

  

戦後 西ドイツの
グラフィックデザイン

⑥
5組

モダニズム再発見　A5コレクション・デュッセルドルフ 
初お目見え

ミヒャエル・エンゲルマン　T2　1963年　ポスター　Ⓒ Echo Engelmann

 本展では、「A5コレクション・デュッセルドルフ」を⽇本で初
めて紹介する。
 戦前のドイツではバウハウス（1919-33年）がモダンデザイン
の思想と教育を世界に⽰した。戦後、アメリカのデザインがもて
はやされる中、ドイツではモダニズムの思想を受け継ぎながら、
デザインと科学・哲学・社会思想などとの接点を探る、デザイン
の理論と実践を発展させていった。
 本展ではポスター約130点、グラフィック関係の⼩品約250点
で、戦後⻄ドイツにおけるグラフィック表現の魅⼒に迫る。

期　　　間　2025年2月24日（月・休）まで
　　　　　　10：00～17：00
　　　　　　※入館は閉館の30分前まで
休　館　日　水曜日、12/23（月）～2025/1/3（金）
観　覧　料　一般1,200円、高大生600円、小中生400円
　　　　　　＊団体料金は各料金から100円割引
　　　　　　＊西宮市内在住65歳以上の方は600円、
　　　　　　　同 一般の方は1,000円（いずれも要証明書呈示）
　　　　　　＊心身に障害のある方及び介助者 1名は無料
　　　　　　　（要手帳等呈示）

会　　　場　西宮市大谷記念美術館
　　　　　　兵庫県西宮市中浜町4-38

　　　　　　TEL.0798-33-0164
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日本建築協会

月 間 の 動 き  2024年 9月

常任理事会
第 4回常任理事会
9 月25日（水） 17：00～19：10
協会会議室＆WEB
出席者　指田会長ほか14名
議　事（ 1） 会員の集い　IN TOKYO　開催の件
　　　（ 2） 支部長会議、通常理事会の議題確認
　　　（ 3） 教育に資する団体正会員制度PR
　　　（ 4）事務局リニューアル案
　　　（ 5） 2025年度定時総会スケジュール
　　　（ 6）建築と社会賞の検討

編集企画委員会
第 6回編集企画委員会
9 月10日（火） 18：00～19：35
WEB
出席者　三宗委員長ほか13名
議　事（ 1）10月号 施工材料分科会・状況報告
　　　（ 2）11月号 構造分科会・状況報告
　　　（ 3） 12月号 空間デザイン分科会・状況

報告
第 1回計画分科会
9 月27日（金） 18：00～19：30
協会会議室＆WEB
出席者　飯田幹事ほか 2名
議　事（ 1） 1月特集号の内容検討
　　　（ 2）来年度の年間テーマ案の検討
第 5回空間デザイン分科会
9 月18日（水） 19：15～20：15
協会会議室＆WEB
出席者　黒栁幹事ほか 4名
議　事（ 1）編集企画委員会の報告
　　　（ 2）12月号分科会特集
　　　（ 3）2025年度年間テーマ案
第 5回構造分科会
9 月 9 日（月） 18：00～18：30
WEB
出席者　古島幹事ほか 7名
議　事（ 1） 1月号構造の頁
　　　（ 2）11月号分科会特集
　　　（ 3）2025年度年間テーマ案
第 5回環境分科会
9 月 4 日（水） 18：00～19：00
WEB
出席者　橋本幹事ほか 8名
議　事（ 1）「設備の頁」の企画
　　　（ 2）2025年度年間テーマ案
　　　（ 3）その他
第 6回法令分科会
9 月11日（水） 16：00～17：30
協会会議室＆WEB
出席者　𠮷田幹事ほか 3名
議　事（ 1） 9月号の特集について（レビュー）
　　　（ 2）2025年度の特集テーマについて
　　　（ 3）2025年度の新規取組について
　　　（ 4）「法令コーナー」について
第 6回ひと・まち・建築小委員会
9 月26日（木） 19：00～19：45
協会会議室＆WEB
出席者　澤田小委員長ほか 3名
議　事（ 1）作品の選定
　　　（ 2）作品の掲載状況、予定
　　　（ 3）gallery掲載報告、予定
　　　（ 4）2025年度年間テーマ案

事業委員会
大阪都市景観建築賞第 2回幹事会
9 月 6 日（月） 13：00～14：20
大阪府建築士会会議室
出席者　井上副会長ほか15名
議　事（ 1）第43回応募状況について
　　　（ 2）審査委員会について
　　　（ 3）表彰式について
第 4回情報見学小委員会
9 月12日（木） 18：00～19：00
協会会議室＆WEB
出席者　中尾事業委員長、大森小委員長ほか13名
議　事（ 1）本年度の事業について
　　　（ 2）茶室見学会の計画
　　　（ 3）イケフェス大阪2024について
第 6回CCCフォーラム
9 月 9 日（月） 19：00～20：00

WEB
出席者　中尾事業委員長、岡﨑小委員長ほか4名
議　事（ 1） 第 8回青年技術者フォローアップ

会の確認
　　　（ 2） 第 9回青年技術者交流会開催検討

（第71回青年技術者対象）

出版委員会
第 5回出版委員会
9 月24日（火） 17：00～18：30
協会会議室＆WEB
出席者　西委員長ほか8名
議　事（ 1）既刊書籍経過報告
　　　（ 2）制作進行中の書籍
　　　（ 3）今後の出版テーマ
　　　（ 4）講習会・セミナー等の企画
　　　（ 5）今後の委員会活動

講習会委員会
第 1回講習会委員会
9 月 5 日（木） 16：30～17：30
協会会議室
出席者　指田会長、寺岡委員長ほか 6名
議　事（ 1）委員会発足の経緯説明
　　　（ 2）委員の紹介
　　　（ 3）今年度の建築実務講習会の日程調整
　　　（ 4）講習会における内容の確認

教育委員会
第 3回史料研究会
9 月20日（金） 18：00～19：00
協会会議室＆WEB
出席者　橋寺委員長ほか 6名
議　事（ 1）イケフェス大阪のイベント
　　　（ 2）「建築と社会」連載記事
　　　（ 3）新企画「先達に聞く」

未来創生プロジェクト
第 4回建築次世代委員会
9 月 3 日（火） 18：30～19：10
協会会議室
出席者　 中村未来創生プロジェクト委員長、菅

原委員長ほか 6名
議　事（ 1）リアル見学会の報告
　　　（ 2）今後の開催候補検討
　　　（ 3）HP上のWEB見学会の見せ方の検討
第 6回2040委員会
9 月30日（月） 19：30～21：30
PARK Lab.＆WEB
出席者　駒井リーダーほか 6名
議　事（ 1）企画内容
　　　（ 2）今後の委員会活動
U-35委員会（担当分科会）
9 月19日（木） 19：30～22：00
竹中工務店会議室＆WEB
出席者　河﨑リーダーほか14名
議　事（ 1）協会改修の件ほか

見学会
情報見学小委員会
ABCハウジングウェルビーみのお見学会
9月24日（火） 14：00～17：00
講　師　 木村貞基氏（アルファ建築設計事務所）、

森下大右氏（森下大右建築設計事務所）
　　　　片岡慎策氏（片岡構造）
委　員　大森委員長、奥村副委員長
参加者　 9名

講習会
CCCフォーラム
第 8回青年技術者フォローアップ会
9 月13日（金） 18：00～21：00
会　場： オカムラ関西支社内「bee」グランフロ

ント大阪タワーA21階
発表者：木全瑛二氏、小林敬政氏ほか 5名
参加者：中尾事業委員長ほか 3名
司　会： CCCフォーラム（正）本田副委員長

（副）岡﨑小委員長
内　容： 会場とWEBにて発表者のプレゼンと質

疑応答
参加青年技術者による交流懇親会
終了後懇親会実施11名参加

印　　刷　2 0 2 4 年 10 月 28 日
発　　行　2 0 2 4 年 11 月 1 日
発 行 人　一般社団法人日本建築協会
　　　　　大阪市中央区大手前1-7-31
　　　　　電　　話　　06-6946-6981
印 刷 所　㈱ 中 島 弘 文 堂 印 刷 所
定　　価　1390円（税込）

Ⓒ「建築と社会」誌の記事の無断転載を禁じます

編集企画委員会（2024年 9 月現在）
副会長（編集担当）
　川合　智明
理事（編集担当）
　木場　将雄
　佐藤　榮一
　中原　岳夫
　西　　博康
　橋寺　知子
　本田　孝子
　松島　茂樹
◎三宗　知之
　吉村　英祐
副委員長
　桑原　悠樹
　古谷　隆祥
編集委員
■特集小委員会
〈計画分科会〉
△飯田　　匡
　田中　直人
　松田奈緒子
　山崎　晋一
　吉村　英祐
〈建築デザイン分科会〉
　桑原　悠樹
　小畑　　香
　小林　敬政
　小林　啓明
　篠木　大輔
　杉江　順哉
　樋口　展寛
　平岡　翔太
　松本　和也
△米山　剛史
〈空間デザイン分科会〉
　今井　充彦
　河西　孝平
△黒栁　　亮
　佐々木琉偉
　清水　香澄
　須野原拓海
　ペリー史子
　宗田　菜々
〈構造分科会〉
　神子　河澄
△古島　正博
　榊原　啓太
　正野　和司
　高山　秀俊
　瀧野　敦夫
　多田　全希
　萩原　　学
　水島　靖典
　薮田　智裕
　山下　真輝

〈環境分科会〉
　大橋　　巧
　北野　勝也
　齋藤　悠輔
　生野　大輔
　寺井　千佳
　仲村　憲一
△橋本　直樹
　桝井　貴廣
　持留　崇志
　山口　拓也
〈施工材料分科会〉
　今井　信之
　門野　　陽
　河合　智寛
　笹田　秀幸
　藤丸　啓一
　森川　勝浩
　森田　　健
△𠮷田　正友
〈法令分科会〉
　奥山　陽二
　河野　　学
　菅野　雄浩
△𠮷田　悠起
■ひと・まち・建築小委員会
　伊藤　　翔
　上田　寛彬
　太田　栄治
　加嶋　章博
　片岡　政規
　貴志　泰正
　佐伯　先史
▲澤田　純一
△髙木　秀晃
　鞆野　淳司
　豊田　充広
　西田　佳代
　平野　尉仁
　増田　敬彦

（順不同）

◎委員長
▲小委員会委員長
△幹事・小委員会
　副委員長


